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文序

中世の大集落跡として有名な草戸千軒町遺跡が約180,000㎡にわたって埋蔵され

ていることは、すでに周知されているところである。

この芦田川については、建設省が昭和43年度から年次計画にもとずいて改修工事

を実施している。

昭和43年度には、芦田川高水敷護岸の災害復旧工事を行なうことになったが、そ

の工事区域には遺跡包蔵地3,000㎡が含まれていたので、県教育委員会は工事着手

前に発掘調査を行なった。 この調査結果は、すでに「草戸千軒町遺跡1968年度発掘

調査概報」として発刊した。

その後、改修工事の進展に伴い、昭和44年度には、約62,000㎡の遺跡包蔵中洲の

保存問題に当面するにいたった。

とくに上・下流の河床の掘削整備に伴って、約3,000㎡の遺跡包蔵中洲が低水敷

に孤立し、流失の危険にさらされることになったので、県教育委員会は、 これの発

掘調査を行なった。 この調査結果も、すでに「草戸千軒町遺跡1969年度発掘調査概

報」として発刊している。

昭和45年度は、前年度調査地域よりも下流にある約3,000㎡の遺跡包蔵中洲が低

水敷に孤立し、流失が危倶されたので、発掘調査を行なうこととし、着手したが、

調査途中、台風第9号、第10号により調査区が流失したので、急迩、予定を変更

し、低水敷中の井戸や流水に接する遺物包含屑などで、新たな出水によって流失す

る危険のある地域の調査をおこなった。

この発掘調査は、文化庁の補助金を受けた県教育委員会の直営調査であり、広島

大学教授、県文化財専門委員松崎寿和氏を団長とする15名の調査員がこれにあた

り、昭和45年7月20日から10月31日までの間、実施した。

調査にあたっては、建設省福山工事事務所の協力によって流水を堰き止めて行な

ったが、なにぶん低水敷のため、台風や大潮による冠水にあい、土砂崩れなどにな

やまされるなど困難をきわめた。 しかし、調査員各位の努力によって無事所期の目



的を達成することができた。

ここに、調査の概要をまとめて報告書を刊行するにあたり、適切な指導を賜わっ

た文化庁、困難な諸条件を克服して調査を全うされた調査員各位、物心両面にわた

って積極的に協力いただいた福山市教育委員会に対し、深い感謝と敬意とをささげ

るものである。

昭和46年3月

広島県教育委員会教育長

宮 地 貫
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例凡

1 本概縦は、芦田川の東側低水敷中に孤立し流失のおそれのある小中洲約3,000㎡の緊急発

掘調斑の綴告である。

H 発掘調査は、広島県文化財専門委員、広島大学文学部教授松崎寿和氏が調査団長となり、

国、膿の経費をもって広島県教育委員会が実施した。

なお、福山市教育委員会ならびに建設省中国地方建設局福山工事事務所の援助によるとこ

ろが多かった。

Ⅲ本概報は、伊吹尚、金井亀喜、河瀬正利、脇坂光彦、中田昭、山県元が分担執筆し、河瀬

が編集した。

Ⅳ出土遺物の整理・実測は、上記のもののほか、是光吉基、鹿見啓太郎があたり、奈良井晶

子、川崎真木子が援助した。



I調査の経過

a協議の経過と1970年度調査の概要

本年度は、 7月20日梅雨あけ宣言と同時に調査に入ることにした。本遺跡の緊急調査も通算

6回目を数え、県教育委員会がおこなう調査は、昭和43年以来、本年度で3回目にあたる。 し

かし、文化財保護行政側の努力にもかかわらず、河川改修工事によって、本遺跡が近い将来当

面するであろう諸問題の解決は、何一つとして進展を見せていない。

昭和42年6月、芦田川が一級河川に昇格し、それにともなう芦田川改修計画が発表され、草

戸千軒町遺跡を含めた中洲の掘削があきらかにされて以来、県教育委員会は、文化庁および地

元の福山市教育委員会と緊密な連絡をとりながら、建設省に遺跡包蔵中洲の保存を要望してき

た。

昭和44年6月26日、文化庁の指導のもとに、公文書によって、つぎのような内容の照会を、

建設省中国地方建設局長あてに行なった。

①河川改修工事に関する建設省の基本方針は何か。②遺跡包蔵大中洲掘削の全体計画とは、

どのような内容のものか。 これにたいして、建設省は、 7月に入り、つぎのような意味の回答

をよせてきた。

建設省としては、河川下流域に居住する人々の生命の安全を確保するために、数十年に一度

の洪水にも対処できるように、河川敷を整備したい。そのため、芦田川の下流に点在する中洲

は、洪水にたいして非常に危険であり、 1級河川としての基準にもあわない。それ故、河川と

しての正常な機能を維持するためにも、中洲を掘削するのはやむを得ない。 というようなもの

であった。 しかしこの回答では、保護側が要望している遺跡の保存が、 どの程度可能なのか、

あるいは、全く不可能なのか判然としないため、 10月に入り、 さらに、つぎの3点について、

建設省の専門的見解を求めた。

①流水量、堤防の強度などから、遺跡包蔵中洲62,000㎡は、 どうしても除去しなければ、

ならないのか。

②遺跡包蔵中洲を、現状のまま保存した場合、実際に、 どのような問題がおこるのか。

③②の場合には、 どのような措置が必要となるのか。
や。

これに対し建設省中国地方建設局からは11月上旬、つぎのような回答があった。
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①現行の計画尚水流歴は毎秒1,950"' （神島橋地点）で、確率年（註堤防が決壊するほ

どの洪水が起る率）は約20分の1と、他の郁市河川に比較して極端に低い。稲山市の将来の発

展を考慮するならば、確率年が100分の1の,笥水流に対処できるようにせねばならず、計画高

水流瞳は、毎秒2,800"fにまで引き上げる必要がある。 したがって、遺跡包蔵中洲は撤去する

必要がある。

②中洲を現状保存した場合、河川管蝿および維持の上から非常に好ましくない、 また、そ

れに必要な川幅を確保せねばならず、引堤が必要となってくる。引堤の場合、 100戸以上の家

屋移転が必要となり、 このための用地確保や、主要幹線である国道橋（神島橋)､国鉄山陽本線

橘梁等の継ぎ足しや、幾多の取付道路の用地買収などが伴い、概算でみても約50億円以上の巨

費が必要となる。

③洪水による侵蝕、流失に対処して、中洲のまわりを強固な護岸などで防謹するととも

に、その線形は流水方向にたいして、 スムーズなものとする必要がある。 このためには、高さ

を低くすることが必要となり、包蔵中洲の一部を取り除くなどの処置が必要となってくる。 し

かし、 このような、防護施設を施行しても、河川敷であるため、将来にたいする永久保存には

ならないのであろう。 というものであった。

この回答にもとづき、 11月18日には、文化庁記念物課の横山浩一文化財主任調査官を迎え、

県教育委員会から、西本符三文化財係捷と河瀬正利文化財保准主事、 それに隔山市教育委員会

関係者が、建設符柵山工事事務所に赴き、 ｜筋議を行なった。 ここでは、建設省から、県教育委

貝会への回答の資料になった流量計算II;や引堤に要する概算額の内訳書や計画図をもとに、か

なり詳細な説明があった。そこでこれらの資料や設計図の入手を求めたところ、建設省もこれ

らの送付を約束した。 ところがその後に公文書でこれらの衝料送付を求めたところ、前言をひ

るがえし資料送付を拒否してきた。 このため県教育委員会は1i#三にわたり電話により資料送付

を依頼した趣旨を説明したが、理解をえることはできなかった。

11月26日、山陽新幹線建設予定ルートを視察のため来研した、文化庁記念物課の平野邦雄文

化財主任調査'白．とりj敬育委員会の西本係長、および福山市教育長は、再び建設宥隔山工事事務

所を訪れ、資料の提出を求めたが、廊度拒否された。

その後は、文化庁の指示を受けながら辿跡包蔵中洲の全mi発掘調査に備えて、洲査体制の確

立と、費用の原因者負担要望のための、 ‘淵査我の積算内訳を検討し、 これを建設有中国地方建

設局に示して、意向を打診している。

ところで、 このような遺跡の人為的消滅とは別に、本遺跡の自然流失も、休む間もなく進ん
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でいる。県教育委員会は､これらの自然流失に対しても、事前に記録作成の処置を識ずるため、

国庫補助金150万円、県澱負担金150万円の総額300万円で毎年発掘調査をおこなっている。

今回は遺跡包蔵大中洲南端附近で、東岸尚水敷と大中洲南附近で、東岸高水倣と大中洲には

さまれた東側低水敷中にあり、流失の危険のある小中洲約3,000㎡の発掘調査を行なった。

梅雨あけの炎天と河川の増水は、発掘作業の進捗を著しくさまたげたが、 8月初旬、建設省

福山工4辨務所の協力によって、ブルドーザーによる流水堰止をおこない、排土作業も急ピッ

チで進められるようになった。中旬にいたり、遺構相当面の露出を終え、いよいよ遺構検出を

おこなうこととしたやさき、 8月14日夜半に来襲した台風9号と、 8月21日に広島県を直撃し

た台風10号は、半か月以上を費して築いた堤防と、露出した過物包含層を完卿なきまでに押し

流してしまった。濁流は附近のコンクリート橘（潜流橋）を押し流し、高水敷内にある交通公

園のアスファルトや仮設物をも流し去った。 これらをみても流水の激烈さがいかなるものであ

ったか理解されよう。水位の低下を待って、早速現地で、団長以下調査員全員による対策協議

会を開いた｡その結果つぎの点を中心にして､調査を続行することとし､文化庁の了解を求めた。

①今回の調査区はほとんど流失したが、 もし流失をまぬがれた部分があれば、 これを調査

する。

②新たな出水によって、流失の懸念される低水敷中の井戸、および大中洲北端の小中洲を

はじめ、大中洲東北端部分および中央部東側で、流水敷に接する杭列遺構などを調査する。

まず①から順次おこない、結局、低水敷中の井戸14か所、杭列遺構等を調査し、本年度の発

掘作業を終了した。

なお、本年度の発掘調査団は、つぎのとおりである。

調査団

（団長） 松崎寿和 広島県文化財専門委員
広島大学文学部教授

（副団長） 村上正名 広島県文化財専門委員
広島大学教育学部付属福山高校教官

潮見 浩 広島県文化財専門委員
広島大学文学部助教授

藤田 等 静岡大学人文学部助教授

川越哲志 広島大学文学部助手

福井万千 広島大学文学部教務補佐員

西本省三 広島県教育委員会専門員兼文化財係長

河瀬正利 広島県教育委員会文化財保護主事
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金井亀喜 広島県教育委員会指導主事

伊吹 尚 〃 〃

是光吉雑 〃 〃

山県 元 〃 〃

脇坂光彦 〃 〃

鹿見啓太郎 〃 〃

中田 昭 〃 〃

このほか、服部宜昭（上~ド高校教諭)､安田龍太郎（広島大学大学院生)､菅井良夫（同学生)、

佐藤達夫（同研究生)､石口律恵（国学院大学学生）などの方なの協力をえた。 ここに厚くお礼

申しあげる。 （河瀬正利・金井亀喜）

b調査区の設定（図版1，第1図）

昨年度の調査以来使用することになったグリッドは、遺跡包蔵大中洲の中央にかかる潜流橋

東端を原点とし、潜流橋を横軸に、 これに直交する南北軸を縦軸として、 50汎四方のグリッド

を設定して、西から東に原点にむかってA・B・C。Dと呼称し、南北軸は北から数字の0．

1 ．2………9．10．11であらわすことにしている。 さらに、 50腕四方のグリッドを10汎四方

のグリッドに細分して西から東にa。b・ C………w・X。yとしたのであった。本年度から

は、 この呼称の仕方を踏襲するので、最初の調査区であった大中洲東南端附近に孤立する小中

洲は、 D8･D9･D10･D11°C9･C10･C11区に入ることになる。 しかし8月14日夜と

8月21日の第9号、第10号台風による被害で、 この中洲での調査が事実上無意味になったた

め、調査地域を変更せざるを得なくなり、その後の対策を協議した結果、低水倣中で流失の危

険のある十数か所の井戸、および低水敷に接して日々崩壊し、消失していく中洲の中の杭列な

どを中心に調査することとなった。

まず、遺跡包蔵大中洲北東端附近の小中洲と、それに隣接する低水敷中の井戸2か所、およ

び、 これらの井戸よりも南にある同じ西側低水敷中の井戸4か所を、調査することとした。測

騒の結果、 これらの井戸の大部分は、昨年度の調査で設定したグリッドの西側にあり、中に入

らないことが判明したので、A区の西側に、新たにO区を設定した。 これにより小中洲は中央

部で東西に分かれAO区とOO区に入り、小中洲に隣接する2つの井戸の内、東側中央部に接

する井戸はAO区第1号井戸、中洲の南側9狐に位置する井戸はOO区第1号井戸と呼ぶこと

にした． さらにこの南側にある4基の井戸は、それぞれ西側堤防に近接し、01区からO4区
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のグリッドに、 1か所づつ発見したので、それぞれO1区第1号井戸、O2区第1号井戸、O

3区第1号井戸、O4区第1号井戸と呼んだ。なお，それぞれの井戸間の距離は北からAO区

第1号井戸とOO区1号井戸が10m,OO区第1号井戸とO1区第1号井戸間は38m，01区

第1号井戸とO2区第1号井戸間は27硯、02区第1号井戸と03区第1号井戸間は79畑、O

3区第11図1号井戸とO4区第1号井戸間は44抑ある。

大'1ｺ洲の東北端CO区では、流水路に接する部分の土砂の崩壊が激しく、かなり侵蝕されつ
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第1図草戸千軒町巡跡調査区配置図

つあるので、 えぐりこまれた地点を中心にして、水路ぞいに細長い三角形のトレンチを設定

し、 これを調査した。 この地域はCO区9．hグリッドに相当するものである。

C2区からD3区かけては、北側にある昨年度調査区が消滅したため、本流が直接このあた

りを洗うようになり、土砂の流失が進んでいる。 C2区はすでに調査済(1965年度調査）なの

で、 このすぐ南の流水路ぞいに杭列が顔を出し、一部は水没し流失しつつあるので、 この地域
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を中心に、南北に35況、東西に7mのトレンチを設定し調査した。 グリッド名は、D3区a 。

b・k。pである。

東側低水敷に孤立する井戸は、結局8か所を調査した。 1つは岐南端にあり、当初の調査j也

域内の西側低水敷にあるもので、 C11区第1号井戸と呼ぶ。 1つは潜流橋束端のベンチマーク

より55肌西の橋脚に近接する低水敷中の円形井戸で、 CO区第1号井j､である。 さらにD3区

の杭列に近接してD3区fグリッドに、 D3区第1号井戸がある。 これらの3か所の井戸はそ

れぞれかなり離れた位置にあるが、残りの5箇所の井戸は、近接して存在する。 このうち、D

2区第4号井戸、D2区第5号井戸、 C1区第4号井戸、 C1区第5号井戸は、昨年度調査の

小中洲のあったところ、 もしくはそれに非常に近接した低水敷中にあり、昨年の調査段階では

あきらかにしえなかったが、洪水により粘土層が大幅にえぐられた結果遺構相当面より下から

あらわれたものである。

C1区第6号井戸は、 C1区のほとんど北端に近く、大半は流水中にあるものであった。

（金井亀喜）

c調査区における遺構・遺物出土の概況（図版2，第2図）

今回は発掘調査途中の洪水により調査中洲が流失したので、当初の予定を変更して、最も流

失の懸念される地域や、すでに半ば流失したり、流失しつつある地域、および、低水敷中の井

戸を中心に発掘調査をおこなった。 このため、調査区が62,000㎡の逝跡全域に点々とし、 まと

まった遺柵としてとらえることのできる地域はなかった。

当初の調査中洲は5つの小中洲からなり、いずれの中洲も、流水による土砂の二次的堆積が

目立った。D9区のGトレンチ南壁によると、遺構相当面の上に、暗褐色砂質士や青色粘土

が、細い帯状に不整合に、 85c呪から115c"堆積しており、その中には時おり陶磁片も見られた

が、いずれも生活層としてとらえるこ

とはできなかった。遺構相当面である

褐色粘土用は、表面が流水によってあ

らわれた時期もあったようで、流水に

よる条痕が走り鉄分が赤褐色に沈着しよo禾孤超刀込孤ごり珠γr刀､沈竜緬巴L1兆有し

1

32
2

1

第2図Gトレンチ南擬断面図1． 灰白色砂用
2． 暗褐色粘蘭士M3・ 黄向色粗粒砂卿

たところもあった、 また表面には陶磁 4． 青色粘土隅5． 禍色粘土隔

片等が散見された。昨年、一昨年調査

の遺構相当面のレベルからみて、室町期の面はすでに流失し鎌倉期に比定される遺構面のみが
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残っていると思われた。その他大小合せて7か所トレンチを設定し、股終的には、中洲の全面

的な排土をおこなったが、いずれのグリッドの堆秋も同様であった。

CO区トレンチでは、西壁の断面でみると、 1〃1以上の砂の堆積があり、 これを除くとトレ

ンチのほぼ中央部、 vグリッドで幅2.0m、 深さ10～20”の浅い溝が走っているのが発見され

た。溝の中は砂粒を含む青色粘土がつまっており、遺物は少なく、青磁（竜泉窯）断片や土師

蘭小皿が発見されるだけであった。今回の調査では設定したトレンチの制約もあって、溝の長

さは4mにとどまり、 この勝がさらに西に向ってどのようにのびていくかは今後の調査に待た

ねばならない。 またこの溝の東南端から6〃zの低水救中に水没して、 C1区第6号井戸があ

り、満の走る方向から考え合せて、何等かの関連があったかもしれない。

D3区北側では杭4， 5本が水中に見え、水辺の表土もかなりはがれてトレンチの東半分は

粘土屑がえぐられていた。 トレンチの南側に表土のえぐられた水たまりがあり、 これをポンプ

によって排水したところ、表土下約1"のところに13本の杭が南北に整然と並んでいるのが発

見され、北側の杭列とつながることが判明した。 また、杭列中央部よりやや北側で、杭列の東

側に近接して掘り方が発見され、井戸であることがあきらかになった。 この杭列は掘り方が非

常にせまく、 しかもかなり密にたてられており、昭和40年度調査のG区杭列との関連が考えら

れるがその関係はあきらかではない。 なお、 この杭列はさらに南に続くようである。杭列と井

戸との時代的先後関係については、杭の掘り方上端の方が井戸の掘り方の位置より幾分高いけ

れども、井戸の掘り方は水流などによりえく．られているので、その関係は判然としない。 トレ

ンチの西側では、遺構相当面がかなり高い位置で残っているが上層が室町期で下層が鎌倉期の

包含層であるという証左は得られなかった、 これは調査トレンチを限定して設定したためであ

り今後の調査に待たねばならないが、鎌倉期の遺構相当面よりかなり高い。

つぎに、低水敷中にある井戸についてみればいずれも水没したものが多く、調査は困難をき

わめた。

東側低水敷では、肢南端にC11区第1号井戸がある。木組み方形プランの井戸であるが、井

筒を樅成する外板が中継してあり、下部の井筒の中に上部の井筒をはめ込んだ形をしている。

C6区第1号井戸およびD2区第4号井戸は円形プランの井戸であるが、その構造は本遺跡

では初見のものである。 50～60本の幅のせまいたて長の板をならべて、上下2段に長方形のホ

ゾ穴をあけて、両端の尖った竹のクサビで連結し、その外側を竹のタガでしめた円筒形となす

もので、すくなくとも2段以上に重ねたようである。中から木製鍬、刀子、土師質土器などが

出土した。
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C1区第4号、 5号、 6号井戸は、 いずれも木組み方形井戸であるが、材の腐蝕がはなはだ

しく、下部を残すのみであった。 C1区第6号井戸は、曲物を底にすえていた。 C1区第5号

井戸からは士師質小lⅢ、備前焼すり鉢、亀山焼、白磁などの陶磁器片が出土した。

D2区第5号井戸も木組み方形井戸である，東西、南北とも約2脚の掘り方が残っていた。

北側の外板は東半分が幅4～5c郷のほそい板を8本使用し、 そえ板をめぐらしていた。底面に

は円礫をしきつめている。辿物は青磁片が多く出土した。

西側低水敷中に点在する6ﾉifの井戸も木組み方形のプランをしているが、 AO区第1号井戸

とOO区第2号井戸は、内側にもう一本円形の井筒をもつ複数の井筒になっている。 OO区第

1号井戸は一木をくり抜いた中筒をもつもので、本遺跡の調査では3個目である。 AO区第1

号井戸の中筒は、幅5c〃余りのたてながのほそい板を円形にならべ、ホゾ穴をあけてクサビで

つないだものである。 この井戸は下部構造が非常に丈夫に作られており、 しっかりと残ってい

た。すなわち、厚さが5c"余りの厚い板を12枚、ほぼ円形にならべて、両端を削り、大きなク

サビで上下を連絡して12面体を櫛成しその上に、他の井戸などでよくみられる方形井筒をのせ

ている。上部方形井筒は、 内法が一まわり小さいので、 12面体の下部構造の端に板を横にの

せ、その上に井筒を置いて、安定をはかっている。遺物は、備前焼の甕、すり鉢片、青磁、土

師質土器片、古銭、木片など比較的多かった。

残りの4基の井戸のうち、 O2区第1井戸とO3区第1号井戸は、四隅に柱を配し、柱にホ

ゾ穴を穿って横桟をわたした形のもので、昭和37年の調査で発見されたものと同じ構造であ

る。 （1965年西側方形1号井戸隔山市教育委員会「草戸千軒町過跡・遺跡編｣)。なお、 O3区

第1号井戸の底には、 曲物のかわりに、 オケ状の円筒が置かれていた。遺物は、備前焼、常滑

焼、亀山焼の口縁部がl皇|立ち刀子、影青の断片も出土した。

O4区第1号井戸は、今回調査の井戸の中でAO区第1号井戸とともに、 もっともしっかり

したものであった。 3段の横桟が残り、底には曲物も残っていた。井戸の内部にはかなり礫が

多く、調査に手まどったが、遺物も豊富で、備前焼、常滑焼、瀬戸焼、青磁などの陶磁器片、

士師質のナベ・小'Ⅲ類、 スラグ塊、 フイゴの火口、古銭、土錘、木製品（ひとがた）などがあ

った。 これ等の井戸については遺櫛のところで、それぞれ詳述した。

西側のこれらの井戸は、測逓図の上で見るとき、ほぼ一筋にならぶようであり、 この付近に

水脈が走っていることをおもわせる。東側の低水敷中のC1区、 D2区附近では、昨年度調査

の井戸の分布とともに考え合せるとき、多少の時代的な先後関係はあるにせよ、かなりの人家

が存在していたといえよう。 （金井亀喜）
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a OO区第1号井戸（図版13a、第3図）

遺跡包蔵大中洲の北西端附近で、右岸堤防から約15伽の流水路中に孤立する小中洲がある

が、 この中洲の9加南に存在する。北東に25郷でOO区第1号井戸、南に50瓶でO1区第1号

井戸がある。

本井戸は、内法が東西96”、南北80c脱の方形の外板の内側に、内法長径52c"、短径46"の楕

円形プランの、一木くり抜きの中筒を設けているが、平常はほとんど水没しており、干潮時に

わずかに、井筒外板の上端が水面上にあらわれていた。 したがって､上部構造はすでに流失し、

現状の井筒板上端から~ド端湧水層までは約1.1"をはかるのみであった。その上、流水中の川

底に口を開いているため、土砂の流入が多かった。

遺物の量はあまり多くなく、 くり抜きの中筒の中から、古銭1枚（祥符通宝)､土師質土器

（小皿、ナベ)、陶磁器（竜泉窯青磁、備前焼のすり

鉢・翌片、亀山焼片)､瓦質土器、それに井戸の一部に

使用されたとおもわれる木材断片が出土したのみであ

った。

構造についてみると、 まず、井筒を櫛成する外板

は、厚さ1.5～2”のたて板を、東西南北に、それぞ

れ、 5 ． 5 ． 6．5枚と配し、内側に横桟をはめて固

定している。板と板との間隙、および節穴などは、厚

さ0.5～1c猟、 幅6～13c郷、 長さ60～70c戒の添木を

あてて汚水の流入をふせいでいる。外板や添え木は木

材をたてに割ったような剥離のあとがみえるものがあ

り、外板の外側の面にこれをそのまま使用したものが

ある｡また板材の両面に手斧調整痕のあるものもある、

添え木は、 このように、 たて割りにしたものをそのま

ま使用したものが大部分をしめるが、 なかには、別の

目的のために使用されていたものを、 あらためて添え

木として利用した､いわば廃物利用と思われるような、

一 1■■■■■

I

第3図OO区第1号井戸復元図
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二次的な使用痕や、人工的な孔などのある板材も発見された。 なお、板材の下端は、凹凸があ

り、断面の圧痕の具合からみて手斧で切|断したものと思われる。

横桟は、外板の下端より、約4c加のところにあったがそれぞれ大きさは一様でなく、幅4～

7c脱で、北側と南側の桟の両端には凹形のホゾ穴を穿ち、東側と西側の桟の両端は凸形にホゾ

を造り出して、それぞれをかみ合せた、いわゆる、 カネ形3枚ホゾによる突きfl･けの仕口をと

っている。

ホゾ穴は、横桟にする材の両端をノコでﾘjり落し、その断面の中央部にノミでえく＼りを入れ

たもので、大きさは、幅2～3c脱、奥付5～6.5c脱である。 ホゾは、同じく材の両端をノコで

切断し、端から2.3～4“のところに上下から1～2c腕の深さの切れ目を入れ、 木口からたて

にきり取っている。 このホゾとホゾ穴は、ぴったりとかみ合うことはなく、かなり間隙があり、

作り方にしても、一定の規範のもとに作らず、 ノコ目の入れすぎや、ホゾの先端がななめにな

っているものもあった。特に北東隅のカミ合せでは、北側のホゾ穴をあけすぎたため、東の桟

がホゾ以上に桟の部分まで入り込んでいた。 また、 これらの外板や桟を固定するための釘の使

用は認められなかった。

桟1台1体は、木材を荒く、 たて割りしたもので、柾目がよく通っている。北側の桟の上面と下

面、南側の桟の上面、西側の桟の外板に接する部分とその反対側の面では手斧による調整痕が

みられた。 また｡南側の桟の下面には｡幅0.8c"、高さ0.2c畑の摩耗した造り出しが、 まっすぐに

ついており、北側の桟と西側の桟にも、 これと類似の摩耗した造り出しが斜めに走っている。

したがって、井戸材としては、二次的な使用であったかもしれない。

本井戸においては、上部榊造が全く失われ、横桟は一段しか発見されなかったが、井筒であ

る外板を安定させる意味においては、 さらにいくつかの横桟があったことは、十分考えられ

る。

中筒であるくりものは、井戸内部のほぼ中央に、長軸を北東から南西にむけ、短軸は北西か

ら南東にむけて据えられており、高さ54c瓶で、 ちょうど横桟のﾄ端と同一のレベルに達して、

この~ドに置かれた曲物に接していた。 くりものと外板との間には、直径10～20c鯛大の円礫や角

礫が、 くりもの上端のあたりから、下端までびっしりとつめこまれていた。おそらく、 これら

の礫で、 この楕円形工作物の安定をはかったのであろう。

このくりものは、厚さ2～3c脱、胴部がわずかにはらみ、内法で、下端径が上端を約4c腕う

わまわっており、ややドぶくれ気味である。 また、東側と西側に、たて長の孔のある把手をつ

くっている、把手は左右均斉でなく、東側がやや大きくて、 幅5.5c脱、長さ24c"、厚さ4c戒を
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はかり、西側は幅5c碗、長さ24c卿、厚さ3c師をはかる。孔は、 くりものの上端より、それぞれ

6c郷のところにあり、東側が1．7×3.5c現、西側が2×3.7c耀であった。 くりもの|皇1体は、ほぼ

完全な形であったが、下端の欠損したところは、たて24c腕、 よこ4c脚の欠損した形に合せた小

さな板でもってさしこみ、 6か所を角クギで打ちとめていた。また、 このくりぬきの上端から

約lc脆のところには、 5か所に、外面から内面にむかって、たて､よこO.5c腿、長さ2～3c腕の

角クギが打ちこまれていた。 これらの把手や上端附近の釘が、井戸本来の目的のために使用さ

れたのか、あるいは、井戸以外の目的で使用されたものであるのか、 また、 このくりものが上

部柵造とどのように関係するのかなどはあきらかでない。

曲物は、湧水層である砂層中に、 くりものに接して置かれている。大きさは、内法径53c腕、

高さ42c師でほぼ円筒形をしており、 5枚のうす板を砿ね合せ、厚さは約3.5c卿をはかる。 うす

板の外側は、幅16”の板2枚で、上端と下端をしめ、 タガのような機能をはたしている。 うす

板は、それぞれ、端をうすく削って亜ね合せ、幅1.5～2c庇の一虹の桜皮で縦列に串縫いのよ

うなとじ方でとめてあり、上端の一部には、釘穴が残っている。

本過跡の調査で、井戸の中筒にくりものを使用した複井筒の例は、今回で3個目である。

（1965年西側方形井戸3号、福山市教育委員会｛､草戸千軒町遺跡・過跡編」 ・1969年C1区木

組み第2号井戸、広島県教育委員会「1969年度調査概報」）。 しかし、前2者の場合は、 湧水

層中に、設置され、曲物と同様の機能を果したとおもわれるが、本井戸の場合はくりもののお

かれた位置が、湧水層を離れ、外板~ド端よりも上にある。 （金井亀喜）

b O1区第1号井戸

芦田川西岸ぞいの流水路にあり、 AO区第2号井戸の南約83mに位i圏している、干満をとわ

ず水没していたため、井戸内の土砂の堆積が著しかった。井戸の保存状態はあまりよくなく、

井筒のほとんどの縦板は約40～60c腕残存しているにすぎないが、東西101c胴、南北106c照の内法

をもつ正方形に近い平面をなしている。縦板は東3，西3、南4、北2の計12枚が残存してい

たが、各板の正確な位置は確認できなかった。また、横桟は一段だけ残っていた。

東の3枚の縦板の幅は、 25.5～29c硯であり、厚さは、 それぞれ1.5～2.5c腕である。 縦板と

横桟は釘打ちされているが、横桟の上面から縦板の卜端までの長さは、 38～42c郷である。 北

側から3枚目の縦板には、 下端から41c腕と37.5c漉の板の両縁部2箇所に鉄釘が外側から内側

へ打たれたものが残存し内側部分に約10c鯛のびている。 これは、 ちょうど構桟の位置にあた
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る。

西の3枚の縦板の幅は、 30～31.5c腕であり、厚さはそれぞれ1.5～2.Oc郷である。

南の4枚の縦板の幅は、 13～32c腕で、横桟上面から下端までの長さは、 30～41c脱であり、厚

さはそれぞれ1.5～3.0c"である。最も西側の縦板には、底から29.5c硯と28.5c腕の板の両縁部2

か所に釘が打たれている。

北の2枚の縦板は、西側から幅27“、 31“横桟上面からﾄﾞ端までの長さは37.5c脱、 42c腕であ

り、厚さはそれぞれ1.5～2.0”である。

横桟は1段だけ4面とも残存しており、東と西の桟のそれぞれ両端がほぞ穴で、南と北の桟

のそれぞれ両端がほぞとなって組み合わさっている。東の横桟は長さ106.2“、幅5.7c脱、厚さ

8”、西は長さ105.7c脱、幅4.7c腕、厚さ7.6"、南は長さ101c"、幅5.8c郷、厚さ6.7c〃、北は長

さ101c腕、幅5.8c脱、厚さ6.6c〃である。 その横桟の縦板側にそれぞれ2～3箇所、 &jの一部が

残っている。

横桟の四隅での組み〃は、東と西が、 それぞれ両端の井戸内側部分で、端から約5.5”の位

|趾を深さ約1.5“切り込み、 この深さのiniで端の部分を取りのぞいている。 さらにこの切り取

った面の中央部に桟をとりつけるときと同じ方向で、幅2.0～2.5c脱、長さ約2.5c脚の凹状の溝

をつくってほぞ穴としている。南と北のほぞの部分は、 横桟の井戸内側部分を端から3～3．5

“の位置で、深さ0.5～1.0c硯切り込み、 この深さの面で端を取りのぞいている。 さらに端から

約2c脱の部分を桟の上面と下面から切り込み、中央部の1.5～1.8c脚を残して他は切り落してい

る。そして奥行約2c脱の凹部をつくってほぞとしている。

この組み方は、本年度調査したC11区第1号井戸の上段横桟と同じものである（第8図)｡ま

た、横桟は一段しか残っておらず、当初は何段あったか不明であるが、 この横桟は肢下段のも

のである。

井戸の中は、上から砂、砂まじりの粘一|芝、砂となっており、井戸の中からの出土遺物として

は、竜泉窯青磁、菊文の叩目のある瓦f'I土器、備前焼、常滑焼、亀山焼、土師質土器、元祐通

宝1，寛永通宝2が発見された。 （脇坂光彦）

c O2区第1号井戸

この井戸は、 O1区第1号井戸の南約33畑のところにあり、西の護岸からおよそ10"のとこ

ろで、西側の護岸から張り出している砂洲の直ぐそばに、やや砂におおわれた状態にあった。
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井戸は干潮時に若干水面からのぞき､四隅に柱を打ち込みその柱に横桟を上下二段に挿入し、

横桟に寄りかからせるようにして縦板が侭かれている、一辺約1m強の方形の木組み井戸であ

る。縦板のうち北側のものは、ほとんど流失しており、横桟も、上段のものはほとんどなくな

っていた、縦板は土砂に押されて四方とも内側に大きく轡曲していた。

隅柱は南西隅柱以外はすべて円柱で、上部は流水中にあるため、土砂に洗われたらしく細く

躍り切れていた。 また底部は腐蝕を防ぐために焼かれており、すべて炭化している。

北西隅柱は、径約10“（現長）で東側に多少郷曲している。底部は底から7.5c郷と8c脱のと

ころより切り込んで、先を尖らせている。

北東隅柱は、径約11c庇、長さ116c脱で、中空になっており底から24c瓶のところから先端に向

ってカットしている。

南西隅柱は、他の3本の柱と異なり不盤の六角形をなし、東西、南北とも約10”、 長さ108

c脱で、底は、水平に切断されている。

南東隅柱は、径約10c脱、長さ120.5c"をはかり、底から7c"、 11.5c腕、 7c脱の計3か所の切り

込みがみられ先を尖らせている。

横桟は、ほとんど残存しておらずその構造はあきらかでないが、柱に穿たれた穴によって、

上~ド二段に配されていたらしい。上段、 ‐ド段とも西側と東側の横桟の方が、北側と南側のそれ

よりも、一段低い位置に組まれていたものと思われる、

上段の横桟は北側のみに一部残存していただけであり、下段の方も西側で2片、東側で6片

の小片がみられ完全に残存していたのは南側のみであった。 しかもいずもれが士圧により内側

に湾曲していた。 下段の南側の横桟は二つに折れ湾曲しているが、 全長114.5“、 木口は縦

3.3c腕、横l.5c脱で、両端から約3c卿のところまで柱に挿入されていた痕跡がみられる。

横桟の大きさは、それぞれの柱に穿たれている穴から推定してみると、横桟は、上段、下段

とも大差のない大きさであり。縦が4.0～7.0c腕、横が2.5～6.Oc腕の大きさで、柱に3.0～4.5c"

篭し込まれていたものと思われるが、柱に差し込む時、多少削っており （下段の南側の横桟に

は、その痕跡が窺える）この寸法より大きかったものとおもわれる。 またホゾ穴は、奥がスポ

まった形をしていた。

柱に穿たれているホゾ穴には、未使用のものがあり、北東隅柱に、縦9.0“、横4．0”の穴

（北側に位置し、穴の上端は柱の下端から6.5c祝のところ) 1か所、南西隅柱に、縦2.5c腕、横

2.5c脚、深さ0.5c〃、 3.0cm><3.5c"><3.0c"(いずれも西側の面に位置する、柱ド部より82.5c"

と56.0“のところ)､7.0cm><3.0c"><1.5cm(西側の横桟が挿入されるホゾ穴と同じ面に位催し、

－13－



柱尻より55.5“のところ）の3か所がみられ、計測違いの失敗作と思われる。南西隅柱のホゾ

穴は、東側のものは南側の横桟に直角に面を合わせて開けられ、北側のものは、一面侭いて次

の面、つまり、東側の面から三番目の面に斜めに|附けられている。

ホゾ穴の上段の上端は、柱尻よりいずれも58.0“をはかり、 また一本の柱における上段の上

部のホゾ穴と、上段の下部のホゾ穴のそれぞれの上端は、ほぼ10c加離れている。 ‐ド段の、西側

と東側の横桟が挿入されていたホゾ穴の上端から柱の底までの長さは、北東隅柱14c卿、北西

隅柱24.5“、南東隅柱27.5c腕、南IJLil帆柱27.0c脱をはかり、横桟のそれぞれが水平にi趾かれてい

たとすると、上部構造は明らかでないが、ほぼ水平に製作されたものと考えられるから、柱は

同じ深さに打ちこまれたものでなく柱の長さが異なるものを使用したものであろうか。

縦板は西側で8枚、南側で5枚、東側で5枚であるが、北側は残りが悪く西端に1枚残存し

ていただけである。幅は3．0～27.5c脱で一定しておらず、厚さは0.5～3.0c脱である。長さは、

先端が摩り切れているので実長ではないが、肢も長いもので117c脱をはかる。

東側の縦板で北東隅柱から1番'三|のものは、底から26“のところと91“のところに、 4c脱×

4c〃と3.5"×2c脱の穴があいていたが、 それを被うようにして添木が置かれていた。縦板の

底部はほぼ水平に切られているがでこぽこである。 また西側の縦板で南西隅柱から1枚目のも

のは、底から16c脱のところより内側が底に向って削られ、薄くされているところからすると、

縦板は上から打ち込まれたもののようである。

また縦板の中には腐蝕を防ぐためかトの方を黒く焼いているところがみられる。

添木は西側では、南西隅柱から1番目と、外板の5番目と6番目との間に、 また、東側では

北東隅柱から1番目と、縦板の2番目と3番目、 4番目と5番目の間にあった。添木は、幅、

厚さ、長さとも、縦板と大差ないものが使用されている。

縦板にもそえ木にも釘や釘穴が全くみられず、残存している横桟にも釘で打ちつけられた痕

がみられないところからみて、砂隅中に縦板やそえ木を打ち込み横桟に寄りかからせる椛造の

井戸であったようである。

出土遺物は、内部の砂や青色粘土、約10～20c腕の河原石の中に土nli質土器片、他山焼片、刀

の茎、烏帽子を冠ったひとがた、木の実等が出土した。 （中田 昭）

d O3区第1号井戸（図版3，第4図）

この井戸は、芦田川西護岸より東へ約l0mの位置で、芦田川西流の中にあり、 O2区第1号
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井戸より南へ約80"、 O4区第1号井戸より北へ約40mのところにあった。干潮時にはその上

端部をのぞかせるが、ふだんは水面下にあった。井戸の周囲や内部には角礫や円礫が多く、 そ

れを取り除くと、直径が約1.4"のほぼ円形の掘り方をもつ木組みの方形井戸があらわれた。

外法の1辺は約1腕の方形で四方に隅柱があり、横桟は3段で、底には17枚の板からなる桶状

の筒があった。

縦板（外板）は、現存長120～130c腕、幅30c〃前後、厚さ2～3c脱の板が、北側、東側、西側

にそれぞれ3枚づつあり、南側は2枚しか残っていなかった。いずれも上端部はすり切れてい

たが、底部は大体板目に直角に切られほぼ水平になっていた。 なかには、北側の中央と、西側

の南端の板のように、底部が丸く、下から約10c祝の板の真中に径2～3c郷の穴があけられてい

るものもあった。横桟の位置には釘痕は見られないが、その下側はいずれも板が0.5c郷あまり

の深さで削りとられている。縦板の両面はほぼ平らに削ってあるが、東側の北端と、南側、東

側、西側南端の各1枚は上から下へ荒く断ち割るようにして削ってある。

隅柱は4本あり、現存長は90～150c郷、太さは一辺11c鯛前後の方形であるが、上部は約lc"

ほど細くなる。いずれの柱も、二面に3個づつ、横桟を差し込むほぞ穴があけられている。

ほぞ穴は、縦10～12c腕、横5～7c加、深さ2～3.5c"程度の大きさで、奥すぼまりになってい

る。左右のほぞ穴は、 ほぼ同位置で、同じ大きさであり、柱の中心部で2つの穴がくっつきそ

うになっている。底部は、周囲が6角ないしは8角に削られており、 ほとんど角柱に近いもの

になっている。底はほぼ平坦である。

つぎに横桟は、 1段目の下面が縦板の下端から120c加のところにあり、 2段目が75c呪、 3段

目は30c腕のところにある、 1段目の横桟は、全長100c〃、幅4～6c腕。厚さ8c脱前後の大きさ

で、 その両端は凸形で、隅柱に差し込むようになっている。横桟の先端から2.5c郷で井戸の内

側から1～2c脱のところを切り落している。横桟はかなりいたんでおり、隅柱より保存状態は

悪い。 2段目の横桟は、全長101c鯉、幅6.5c"、厚さ9c"前後で、 しっかりした太い桟である。

両端部は、 1段目と同じく凸形で、桟の先端から3～3.5c腕、井戸の内側から2.5c郷のところを

切り落して隅柱にはめ込んでいる。桟の上面と下面はきれいに平らに削っているが、側面は荒

削りで、でこぽこがある。 また、釘痕も見られない。北側と東側の横桟の下面は、内側が面取

りしてあり、断面が五角形を呈している。 3段目の横桟は、全長101“、幅6c塊前後、厚さ9

“で、北側と東側の桟の断面が三角形を呈するようなものを使用している。 また、 いずれの側

の両端も凸形で、切り取り方は、上2段と同じである。

－15－



井戸の底のほぼ'|'央部に、 I闘径60c"あまりの曲物の代用と思わ

れる桶が股かれていた。ほぼ長方形のやや内簿する17枚の板でつ

くられたもので､桶の上端部は、3段1 1の繊桟上而と同じ尚さであ

る桶の周朋には竹を細んだ幅4“のたがが1つはまっている

柵の縦板は、全長48～53“、 IIR12c脱、厚さ1.5c"前後の大きさで、

幅は上部がド部より2c"あまり狭くなっている。竹のたがは、縦

板の上端から15“ぐらいのところにはまっていたが、腐蝕がひど

く、ぽろぽろになって縦板にくっついているものもあった。縦板

は上~ド両端とも水平に切ってあるが、 I呵面が削ってあるため、両

端部の厚さは少し薄くなり、 0．5”前後になっている。縦板の下

端部はほぼ完全に残っているが、上部は欠けているものもある。

水汲のためであろうか。

外板のそえ木は、東側に7枚、 西側に7枚、 南側に10枚、北

側に9枚の計33枚ある。大きさは、 現存長60～100c"， 幅10~

27‘加、 厚さ1～2.5“前後のものが多い 南側と北側の添木の

ほとんどは、手斧で荒く削られているため、 長さ6～7“、 幅

10c"以上の鱗状の凹凸ができている 1項側のそえ木にその痕がよ

く残っている（節4図)。 それは、 板のド側から上に向って斜め

第4図O3区第1号井戸
添板拓影

に、板の縦のliiiから40から50の角度で削ってある｡ 1o1つの鱗形の削り痕の中に、 削り

ﾉﾉ向と同じ方向に、細い擦痕がついており、手斧の閑こぼれの跡と推定される。

井戸の内部は、礫や粘蘭-|葛がつまっており、底には、桶状の筒を安定させるために、周囲に

15～20c"大の角礫や円礫をつめ、固定していた。桶状の筒のドは、湧水層である青色砂層とな

っていた。

IIH泄物は幾揃で、 鎌倉期の備前焼口縁部と、 同時期の常滑焼の口縁が10片あまり出土し

たのをはじめ‘蕊の強く,'}た竜泉窯,¥磁片など『|個製青磁土師質土器､亀山焼､土鍋の口縁

(山県 元）邪などがあり、鎌倉期に比定されるものが多かった
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e O4区第1号井戸（図版4，第5図）

O3区井戸の南約45瓶の芦田川西岸ぞいの流水路にあり、満潮時には完全に水没するが、干

潮時には井筒の縦板の一部が豚出している状態であった。井戸は内法、東西97～98“、南北88

~90c腿の矩形の平面をなしており、東西南北ともそれぞれ4枚の計16枚の縦板で四方を囲って

いるが、残存する縦板の長さは160～170c碗である。また上、中、下3段の横桟をもち、井戸の

底には曲物が存在していた。

東の4枚の縦板の幅は、北側から順に28c腕、 30.5c呪、 29.5c鹿、 12c廓であり、板の厚さはそ

れぞれ1.5～2.Oc卿である。西の4枚の縦板の幅は、北側から29c腕、 28.5c腕、 29.5c腕、 12c廓であ

り、厚さはそれぞれ1.5～2.3c醜である。南の4枚の縦板の幅は、西側から順に29．5c卿、 20．5

”、 30.5c師、 13c祝であり、厚さはそれぞれ1.5～2.5c呪である。北の4枚の縦板の幅は、西側か

ら順に、 22噸、 30.5c卿、 24.2c卿、 26.7e鹿であり、厚さはそれぞれ1.5～2.0c蝿である。 これらの

縦板には、横桟の位置に縦板と横桟を釘打ちした釘や釘痕がある。釘は縦板に横桟の位置で、

縦板の両縁付近に上、中、 ‐ド段とも2本ずつ計6本打

ったのがほとんどであるが、 なかには両縁に打たず片

方だけのものもある。また東の股も南側の縦板や、西 一

の最も南側の縦板のように、幅の狭い板では、上、

中、 ‐ド段とも1本だけ打っているものもある。

南の東端の縦板には、約1.5”四方の穴が6箇所、

縦列にくりぬかれている。 これらの穴は板の底から、

19c蝿、 43c腕、 67.5c泥、 92c認、 115c廓、 138c脆のところ

で、板の東縁からそれぞれ2.0～2.5c脱の位置である。

これが井戸と直接の関係があったものかどうかはあき

らかでない。

縦板の外側には数枚の添木が残っているが、 これ

は、井戸の四隅付近や縦板と縦板の継ぎ目部分にみら

れた。

横桟は、上段、中段､-ド段の3段となっており､東で

は横桟の上段上面と中段上面間は60c耐、中段上面と下

段上面の間は59～60c卿であり、上段上面から縦板の底

■■■■■■

第5図O4区第1号井戸復元図
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までの長さは125c腕～126c"となっている。西側、南側、北側ともこれとほぼ同じ状態である。

3段ある横桟の東と西の桟は、長さ97～98c耐、幅が9.0～10.Oc卿、厚さ5.0～7.Oc脚前後のも

のを使っており南側と北側では、長さ87～91c腕、幅9.0～11.Oc腕、厚さ5～6c呪前後のものを

使っている。

横桟の四隅での組み方は、上段では、東と西の桟の両端がそれぞれ凹状となり、南と北の桟

のそれぞれ両端が凸状となって、南と北の桟が東と西の桟にさしこまれている。 ．ド段の組み方

も上段と同じであるが、中段はこの関係が逆になっている。つまり、東と西の桟のそれぞれ両

端が凸部となり、南と北の桟のそれぞれ両端が凹部となって、東と西の桟が南と北の桟にさし

こまれている。

ほぞ部分の椛造は、桟の端から4.5～6.0c洞のところを上面と下面から切り込み、 中央部約

1.5c呪を残し、他は切り落して凸部をつくっている。また、桟の端から約9c腕の井戸内側部分

を深さ約1．5c卿まで切り込み、その深さの面で端までとりのぞき、 さらに、 この取りのぞいた

面のほぼ中央部に、桟を取りつけるのと同じ方向に幅1.5～2.Oc鯛、深さ約6c配の溝を掘って、

長さ約9c腕の凹部をつくっている。 この組み方は、いわゆるかね形三枚ほぞの仕口で、昨年調

在したD2区第3号井戸の横桟と同じものである。

井戸の底のほぼ中央部には直径約50c腕、高さ約25c"、厚さO.2～0.3cmの曲物がおかれてい

る。曲物の上端の高さは縦板の底とほぼ同じ高さである。曲物は一重であり、両端をつなぎあ

わせてあるが、幅約0.5c呪の桜皮でとじている。曲物をとじるため重ねあわせた部分は約11c"

である。桜皮は外側の曲物の端から約2噸と、内側の曲物の端から約9c腕とを結んで縦列に

7箇所あり、それぞれ幅0.5c碗、表面に出ている部分の長さ1～2c碗で0.5～1.Oc配間隔となっ

ている．曲物の内面には、板を曲げやすくするため縦方向と斜方向に、幅0.5～1.5c呪間隔で切

れ目が入れてあり、 また部分的に両方向の切れ目が亜なりあっている。

この曲物の底の外側には、 さらに高さ5.5c郷､厚さ0.5c卿の曲物のたががまわしてあり、曲物を

固定している。たがの亜なりあっている部分の長さは、内側のたがの端が欠損しているので不

明である。外側のたがの端から1.5“のところに3箇所、 7.5c況のところには2箇所、それぞれ

縦列に桜皮のとめがあり、重なりあった板をとじてある。前者の3箇所の桜皮は、幅O.5c"、

表面に出ている部分のそれぞれの長さ0.5～0.8c郷間隔となっている。後者の2箇所の桜皮は、

幅0.5“、表面に出ている部分の長さ0.4～0.5c師でたがの下半部にあり、上~ドの桜皮の間は0．7

c卿である、たがの内面には竃なりあう部分の一部に、斜方向の切れ目が入れてある。

井戸は常時水に洗われているので、縦板の上端から50c認余りの深さまで砂と礫が堆積してい
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る。 この中から、士師質の小皿や土鍋、 備前焼片が出土している。 この下の層は、 ワラ、 小

枝類が多量に含まれる青色粘土となっており、多くの出土遺物が認められた。古銭では、祥符

通宝1，寛永通宝2の3枚、木製品では、内側が朱、外側が黒塗りの漆椀、下駄のような平面

をもった薄手の加工木片、櫛片、陶磁器類では、備前焼すり鉢、亀山焼、土師質土器、竜泉窯

青磁、石製品では、石臼、砥石があり、 その他表面に樹木らしき模様を刻んだ、骨製のこうが

いと思われるものがあった。 また、ふし､どの火口とスラグが多鹸出土し、鹿角、猪の下あご、

魚のうろこ、松かさ、栗の実、 どんぐりも出土している。 この層の下は、固い青色砂層から井

戸底の砂へと続いている。 ここからは、烏帽子のついたひとがたが出土している。小形で荒け

ずりだが烏帽子は鋭く長い。 また瀬戸焼の天目茶碗、 曲物の木片、土師皿の完形品が出土して

いる。 この青色砂層から底の砂にかけては多くの礫がみられ、 さらに曲物のまわりに多量の礫

をつめこみ浮上を防いでいる。 （脇坂光彦）

f AO区第1号井戸（図版5．6，第6 ．7図）

この井戸は遺跡包蔵中洲の北西端の低水敷のなかにあって、満潮時には水没してしまうが、

干潮時には方形プランのたて板が露出しており、方形プランの木組み井戸であると予想された

が、調査の結果、3種類の工作物を組み合わせた複雑な櫛造をもつ井戸であることが判明した。

井戸内部には、相当量の砂をまじえる背灰色粘土がつまっており、井戸わくの上端より2．2

畑で湧水砂層に到達する。背灰色粘土層からは、皇宋通宝1枚、竜泉窯青磁片、備前焼の蕊、

すり鉢、亀山焼の甕の破片とともに、土師質の小肌の破片が多戯に出土し、 これらが本遺跡に

おいて、広く一般的に使用された日常什器の一つであったことを物語っている。出土した備前

焼の甕、すり鉢はいずれも、 口緑部に室町期の特徴をしめすものであった。

これらの土器、陶磁器のほかには、多量の板材、木片が出土した。 このなかには、 この井戸

に使用されていたのではないかと考えられるものも含まれている。

また、魚の骨、鱗、赤ニシの殻なども出土し、当時の人々の食生活の一端をうかがうことが

できる。

この井戸の掘り方の中の砂まじり粘土層からは、 -t師質小皿、備前焼の蕊などと、 口唇部に

褐色釉のかかった中国製の磁器片などが出土した。 これら掘り方から出土した遺物から考え

て、 この井戸の構築の上限を室町期とすることができよう。

井戸の構造についてみると、上段に方形の井戸わくが、そのド段には十二面体をなす井戸わ

くがあり、 さらに上段の方形の井戸わくの上側の内わくの上には、狭長の板材50枚を縦に並べ
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1

て作った円形の工作物がすえてあった。

上段の方形のわくは内法で1辺が約95c塊をはかり、厚さ約2c蝿、幅20c腕前後の板を南・北・

西側はそれぞれ5枚使っているが、東側は南東のコーナーより北へ3枚は、幅20“前後の板

を、それよりも北側は7”前後の板を4枚使っている。そして、たて板の外側には、継目にそ

れぞれ7c加程の添え板をあてて、土砂と汚水の流入を防いでいる。

この内側には、幅8c塊、厚さ5c瓶の角材を組み、内わくとし、上下二段、それぞれ鉄脚でた

て板に固定し、たて板にかかる土圧をささえている。 この井戸は低水敷にあったためか、 たて

板は相当沈下したり、浮上ったりしていた。 しかもその度合にも差がみられ、内わくは当初の

位置からずれていたが、たて板についている内わくの痕跡から判断すると、下段の内わくはた

て板の下端に、上段のわくは下わくの上端から44”上

に固定されていたようである。

わくの組み方は、上下段ともに南と北の材の両端に

ほぞを、東と西の材の両端にはほぞ穴をつくり、東と

西の材を南と北の材にさしこんでいる。南・北材のほ

ぞはたて板の側から5c加、上下はそれぞれ1.7c加ほど

を切り欠いて、幅3c郷、厚さ1.5"のほぞをつくり出

しているが、単なる平ほぞではなくて、 たて板の側に

むかって平面が三角形をなすひかえがあるので、大根

の部分を三角形に変えたいわゆる小根ほぞといわれる

ものである。そして、小根の部分には2個所、ほぞの

根もとまで切りこんで、 くさび道がつくられている。

東・西材は両端より5c加内寄りの部分にそれぞれ、長

さ3c肌、幅1.5c加のほぞ穴をあけ、南・北材のあたる

部分を1.5c加ほど切り欠いて、組み合せがより強固に

q■■■■
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なるようにしている。 さらに、ほぞ穴は井戸の内側に

なる部分よりも、たて板の側の長さがやや大きいあり 第6図AO区第1号井戸実測図

形で、南・北材をこれにさしこんだのち、長さ4.5c脱、幅1～1.5c加のくさびを2個所打ちこん

で、 さしこんだほぞがぬけないようにしている。

上段の内わくの四隅には、厚さ1．5“前後の板を三角形に切ったものをはめこんで、 この上

に円形工作物が置いてあった。 これは桶の底をはずしたような構造で、直径は内法で約82c卿で
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ある。厚さ3～4“、幅5～6c鯉のやや内反する50枚の板

材を竹製のくさびでつないでつくっている。 くさびは長さ

約4c脱、厚さ2～3""で、両端を尖らせている。 くさびの

1幅は中央部で約1c腕をはかるがこれを板材の木端につくら,r脚U隼, リ ーノ、1Ul』里〃0J▲一・.マーロー’妙 ‐』ず－可VーlへU J ‐＝〆U，〆DJU，－ 、 一

第7図AO区第1号ﾉ|:戸隣
授の組方

れたほぞ穴にさしこんで、板材を連結している。板材の木

端にあけられたほぞ穴の位置は、板材の下端よりだいたい13～15c腕のところであり、肢も高い

ものの位置は下端より18c祝、最も低いもので下端より11c腕である。 また、井戸内部より出土し

た板材のなかの幅5～6c郷、長さ50～65c庇の狭長なものには、木端にこの円形工作物の板材の

木端にみられたほぞ穴があり、 円形工作物の上部が折れて、 内部に落ちこんだものと考えら

れる。

なお、 この円形工作物には当初はたががはめられていたものと考えられるが、詳らかにはし

がたい。

方形の井戸わくおよび円形工作物は、 ともに上部が腐蝕していて、全長を明らかにすること

はできないが、たて板は現長lm前後、最長1.1柳、 円形工作物は現商25～28c脱、最長30c旗、

般短は11.5”をはかり、たて板と円形工作物の上端の差は現在では約15c〃ほど円形工作物が下

にある。円形工作物は前述した井戸内部より出土した板材とあわせて考えると、本来、 70～80

c卿の高さをもっているものと考えられるが、 たて板の上端と円形工作物の上端のどちらがより

高い位置にあったのかはあきらかにしがたい。

これらの上部の構造物をとりのぞくと十二面体の櫛造物がある。 これは、 長さ1．4'"、 幅

25c猟、厚さ5c脱の板を接いで、十二面体としたもので、個々の板材は、丸太を縦割りにし、内

面はかんな様の刃物でていねいに整形している。外面は部分的に手斧様の刃物で調整され刃物

の刃幅は板材に残っている痕跡からみると7c師以上のものと思われる。 この板材の木端に長さ

5c旗、幅lc加のほぞ穴をあけ、 ここに長さ4．5c"、幅5c畑、厚さlc脱の木製のくさびをさしこ

んで、板を相互に連結しており、 それらはとりはずしが困難なほど密着していた。ほぞ穴は、

板の上端より40c沈下寄りのところと、下部より30c脱上のところ、 2個所にあけてある。

この構造物の外側には、長さ1.3～1.5m、幅10～15c脱、厚さ1～2c凧の板が数多くそえてあ

り、やはり井戸内に汚水や土砂が流入するのを防止する役目をはたしたものと思われる。 この

なかには、 下端を円形に加工して、 粘土層に容易に打ちこめるようにしたものがいくつかあ

る。

十二面体の構造物と上部の方形のわくの間には、長さ60c解前後、最も長いもので120c加、幅
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約30c耐、厚さ1c認の板を1～2枚置いて、わくが安定するよう配臘がなされていた。 この板の

なかには、中央部を三角形に切り欠いたものが4枚あり、三角形の頂点が方形のわくの隅とほ

ぼ一致するように置かれていた。 （伊吹 尚）

gc1区第4号井戸

芦田川は遺跡包蔵地である本中洲によって東西に分流しているが、 この井戸は東側の流水路

にあり、明王院の前面約330mの位置にある。干満をとわず常に水没していた。

井戸は内法74～75c腿のほぼ正方形の平面をなしており、井筒の縦板は、東6，西5，南4，

北3の計18枚と、北に3枚のそえ木とで四方を囲っている。 また内側には上下二段の横桟が現

存している。縦板の長さはそれぞれ約110c廓残存しており、当時の位股を動いていないものと

思われる。東の6枚の縦板の幅は、北側から順に15.5c師、 23c卿、 8c"、 12e腕、 12.5c郷、 6c"で

あり、厚さはそれぞれ1.4～2．Oc腿である。 また下段横桟の上面から縦板の底までの長さは、北

側から順に20c呪、 20.5c鹿、 20c肥、 20.5c腕、 20c郷、 19.5c配である。縦板にはちょうど横桟の位置

に外側から釘または釘を打ちつけた穴が残っており､東側で股も北よりの縦板の両縁には釘が、

上段横桟部分で2箇所、下段横桟部分で2箇所の計4箇所にみられる。北側から2枚目の縦板

には、上段横桟部分で板の南縁に1箇所、下段横桟部分では両縁に2簡所の計3箇所、 3枚目

の縦板には、上段横桟部分で板の南縁に1箇所、下段横桟部分では北縁に1簡所の計3箇所、

4枚目の縦板には、上段横桟部分は縦板が欠損していて不明であるが、 ‐ド段横桟部分は南縁に

1箇所、 5枚目の縦板には、上段横桟部分で北縁に1箇所、 ‐ド段横桟部分では南縁に1箇所の

計2箇所、 6枚目の縦板には、上段~ド段の横残部分とも北縁に1箇所ずつの計2箇所に釘また

は釘を打ちつけた穴が残っている。

西の5枚の縦板の幅は、北側から順に12.5c脱、 10c卿、 14.5c脱、 16.5e鯛、 25.8c腕で、厚さはそ

れぞれ1.5～1.8噸であり、下段横桟上面から縦板の底までの長さは、北側から順に、 14.5c耐、

14.5c瓶､ 15c郷､ 16.5c硯､ 17.5c庇である。釘の位置は、肢も北側の縦板では、上段ド段の横桟部分

とも縦板の南縁に1箇所ずつの計2箇所、 2枚目の縦板では、上段ド段の横桟部とも南縁に1

箇所ずつの計2箇所、 3枚目の縦板では上段横桟部分で南縁に1箇所、 ‐ド段横桟部分で両縁に

2箇所の計3箇所、 4枚目の縦板では上段下段の横桟部分とも両縁に2箇所ずつの計4箇所、

5枚目の縦板では上段下段の横桟部分とも2箇所ずつの計・4箇所となっている。

南の4枚の縦板の幅は、西側から順に8.5“、 14c腕、 26c腕、 29c腕で、厚さはそれぞれ1.5~

2.0噸であり、下段横桟上面から縦板の底までの長さは、西側から順に17.5“、 11c廓、 19c腕、
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14c脱である。釘の位置は、肢も西側の縦板では上段下段の横桟部分とも縦板の東縁に1箇所ず

つの計2箇所、 2枚目の縦板では上段横桟部分で東縁に1箇所、下段横桟部分で西縁に1箇所

の計2箇所、 3枚目の縦板では上段下段の横桟部分とも両縁に2箇所ずつの計4箇所、 4枚目

の縦板ではも上段下段の横桟部分とも両縁に2箇所ずつの計4箇所となっている。

北の3枚の縦板の幅は、西側から順に26c猟、 26.7c卿、 13.5c脱で厚さはそれぞれ1.2～1.8c脱で

あり、 ‐ド段横桟上面から縦板の底までの長さは、西側の縦板から順に5c脱、 20c加、 22c郷であ

る。釘の位i趾は、肢も西側の縦板では上段下段の横桟部分とも縦板の両縁に2箇所ずつの計4

箇所、 2枚目の縦板では上段下段の横桟部分とも両縁に2箇所ずつの計4箇所、 3枚目の縦板

では上段横桟部分で西縁に1箇所、下段横桟部分で両縁に2箇所の計3箇所となっている。

北の肢も東側の縦板のさらに東側には、幅8.5c加と12c硯の2枚のそえ木があり、肢も西側の

縦板のさらに西側には、幅3.3c畑のそえ木がある。

横桟は上下の二段が残存しているが、井戸の中から横桟と思われる腐蝕した棒片が6本発見

されたので、少なくとも上、中、下3段の横桟が存在したものと推定される。上段の横桟上面

と~ド段の横桟上面との間隔は、東で53.5c脱、西で55.3c脱、南で54.5c脱、北で53.5c"である。下

段の束の横桟は長さ75.5c祝、幅4.5c郷、厚さ3c耐、西は長さ75c庇、幅4.5c腕、 厚さ3c加、南は

長さ74.5c〃、幅4.2c腕、厚さ3.3c戒、北は長さ74c禰、幅4.2c"、厚さ3c脱である．上段の東の横

桟は長さ74c〃、幅4.5c脱、厚さ3c"、西は長さ75c〃、幅4.2c腕、厚さ3.2c"、南は長さ75.5c"、

幅4.5c脱、厚さ3.5c加、北は長さ75.5c槐、幅4.5c加、厚さ3.5c脱である。

横桟の四隅での組み方は、東と西の横桟のそれぞれ両端を凸部とし、南と北のそれぞれ両端

を凹部として、南と北の横桟に東と西の横桟がさしこまれている。 これは上段、下段とも同じ

組み方である。凸部の構造は、 まず横桟の端から約4c塊の部分を横桟の上面と下面から切り込

み、中央部約1c加を突出部として残し、他は切り落す。 さらにこの突出部の端から3c"あまり

のところを縦板側から約2．5c加の深さまで切り込み、 これに直角にこの切り込んだ深さの面で

端までを切り落している。その結果2段のほぞが突出する格好になっている。凹部の構造は、

横桟の井戸内側部分で端から約4c腕までの部分を0.4～0.5c"の深さの面まで切り落して、 この

面の中央部に、横桟を取りつけるのと同じ方向に幅1.3～1.5c腕、深さ1c"の溝を掘り、 さらに

横桟の端より4c脱の部分から溝にそって長さ2c脱までを溝隔でもって溝の中に穴をくり抜き、

縦板側まで貫通させている。その結果、横桟の縦板側の面は1.3～1.5c"><2c"の長方形の穴に

なる形となっている。 この組み方は、本遺跡においては初めての例である。

横桟の縦板側の面には釘が残っており、縦板と横桟を釘打ちしていたことがわかる。
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井戸の中は上部から、礫まじりの砂層、青色粘鷺土層、砂層となっており、井戸の底には、

曲物は認められない。

井戸の中からは、木製櫛片、青磁片、土mii質小llllおよび刀子とおもわれる鉄製品などが出土

した。 （脇坂光彦）

h C1区第5号井戸

C1区第4号井戸の北西約15mに位置し、芦田川の流水路にあたっており、常時水没してい

る。そのため井戸の保存状態は極めて悪かった。

1辺82～83c腕のほぼ正方形の平面をなしており、井筒の縦板は現長50～80c郷で、東西各4、

南3，北3の計14枚が残存していたが、各縦板の当初の正確な位慨は確認できなかった。

東の2枚の縦板の幅は、北側の板から順に34噸、 28c呪であり、厚さは1.8～2.5c呪ある。西の

4枚の縦板の幅は、北側から85c卿、 79c脚、 67c加、 89"で厚さは約1.5c脚ある。南の3枚の縦板

の幅は、西側から順に81c腕、 60c蝿、 88c"であり、厚さは1.7～2.2c脱ある。 また北の3枚の縦板

の幅は、西側から順に68c郷、 85c槐、 79c卿であり、厚さは1.5～2.OcMを測る。

横桟は何段あったか不明であるが、最下段の横桟と思われる東の桟が縦板にくっついてい

た。その組み方は桟の両端部が欠損しているためあきらかにできない。 また井戸の中には横桟

と思われる棒切れが他に2本みられた。

東の縦板の北側の板にのみ井戸内側に横桟の位臘の跡が残っているが、その横桟上面から縦

板の底までは15～16c耐である。

縦板のうち、西の北側から2枚目の板には板の両縁部分で板の底から約11c腕のところに1本

ずつ計2本の釘が打たれている。また西の北側から4枚目の板には、南縁部で底から10.5c脱の

ところに1本の釘が打たれている。南の西側から3枚目の縦板には、両縁部で底から11c碗のと

ころに1本ずつの計2本、北の両側から2枚目の縦板には、東縁部で底から11“のところに1

本の釘が打たれている。

井戸の中からは、備前焼すり鉢（室町期)､畑山焼、白磁片、土鍋、 -lamli質'j,皿などが出土し

ている。 （脇坂光彦）

i C1区第6号井戸

この井戸は、 C1区第5号井戸の北西約20伽、謹岸より約74畑で本中洲の約3畑東にあり、
■

1辺約1疵余りの方形の井戸であるが、流水中にあるためほとんど原形をとどめていない。
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井戸内は、深さ帥c師前後になると灰色の砂から青色粘土質の砂層に変り、かなり多量の礫を

含み遺物がほとんど出土しなくなるので、底に達したものと思われた。

縦板は、幅6.0～10.Oc郷、厚さ0.1～1.5c郷､長さは最も長いもので89.Oc蝿をはかる、幅の狭い

薄い板を1辺に十数枚ずつ重ね合わせて井戸枠を構成しており、横桟などはみられなかった。

現存する縦板は、北13、南7，東4，西3であるがその他にも木片が多数みられるところか

ら、その実数はあきらかにしがたい。

底には、曲物が埋め込まれていたが、流水中であるため、原形のまま取り上げることができ

ないほど腐蝕していた。元来は高さ19.5c鯛以上、厚さ0.3c"のものと、高さ19cm以上、厚さ0.3

c鯉のもの計二つ以上が組み合わさっていたもののようで、高さ19.5噸以上の曲物には内側に4

c卿ぐらい色の明るい変色していない部分がみられた。また19c蝿以上の曲物は復原推定径54c卿を

はかる。

曲物の内側には、部分的に0.3～1.1噸の幅で斜刻線が入っており、特に合わせられるところ

とその周辺は、斜格子状に刻まれている。合わせ目は外側で幅O.8cM、長さ1.5ewの一重の桜皮

によって、 O.7～0.8c卿の間隔で縫い合わせられている。合わせ幅は、いずれの曲物も約7～8

“であり、桜皮は、外側に合わせられた曲物の端から1.5～20c施のところにあり、内側に合わ

せられた曲物のそれは、端から5～5.5噸のところにある。 19.0噸以上の曲物には、外側の端

より1．5“のところに縦に1条の切れ目を入れて､桜皮で縫い合わすためのめやすにしている。

また、曲物の内側の端より7.5c漉のところに1条とそれから約0.8～0.9c鹿離れて1条、 また0.4

～0.5噸離れて1条の3本の切れ目が縦に入れてあった。

この井戸は、現在では縦板の部分に添木程度の板しかのこっていなかったが、 これは、縦板

が流失し添木のみが残存したものか、あるいは、構造が簡略化されたためのものかはあきらか

にしがたい。

井戸内からは土師質土器片、土錘、寛永通宝、それに、室町時代のものと思われる備前焼の

破片が出土した。 （中田 昭）

j C6区第1号円形井戸

潜流橋の東端より西へ60加、遺跡包蔵中洲の東端より2加ほど東寄りの場所にあった直径約

1沈の円形の井戸で、井戸わくの上端は水面下約30c蝿のところにあった。

内部には、他の井戸と同様、粘土、角礫、円礫などがつまっているうえに、水中の作業で充

分な調査は困難であった。 内部の青灰色粘土層からは、竜泉窯青磁片や、備前焼、 亀山焼、
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土Illi質土器などの陶磁器、土器のほかに、鉄製の鍬先をはめこんだ痕跡を残す木製の鍬先と柄

の一部、刀子、漆器片などが出土した。刀子は菜に目釘穴が1個あけてあるもので、漆器は椀

の底部で内面は黒漆の上に赤漆がかけてあり、外面には黒漆の上に赤漆で絵を描いた痕跡があ

る。 さらに底部外面には「サ」の彫り込みがある。

井戸わくの上端より約50cw-ド方で砂屑に迷する。 この面が湧水miであろう。井戸わくはこの

砂層のなかにたてられている。

この井戸もD2区第4号井戸と同じように狭長の板材を連結してつくったもので、 D2区第

4号の上部をとりのぞいた状態にあたる。

円筒を構成する板材の長さは80“余りのもので、股も長いものは81.6噸を、岐も短いもので

79.Oc腕をはかる。幅は板材の上端では大体5c腕、股も広いもので5.7c"、最も狭いものは3．9

c蝿、下端では大体5.5c腕、股も広いもので6.3c"、股も狭いもので4．7c腕である。厚さは約2c"

で、下端は厚く、上端はやや薄くなっている。各々の板材の幅を合計すると、上端の円周は

271.6c廓、 ‐ド端の円周は鋤5.2c凧となり、 この数値より求めた直径は内法で上端が約87c堀、下端

は約97”、その差は10c師となり、上端がややすぼまる、末広がりの円筒形となる。

この板材の木端の上~ド2個所に長さlc鹿のほぞ穴をあけ、 ここに竹製のくさびをさしこん

で、狭長な板材を連結していることはD2区第4号井戸と同様の手法である。板材を連結する

くさびもD2区第4号井戸において使われていたものと大きさ、形ともにほとんど同じもので

あり、竹の皮をのこしていた。

ほぞ穴の位置は、上方のものは板材の上端からほぞ穴までは7.3～11.4c廓をはかり、下方の

ものは板材の下端から8.9～14.0“をはかる。 この井戸は低水敷中にあったためか、上端、下

端ともに凸凹があり、隣り合うほぞ穴から板材の上端、 ド端への距離の差が大きい。 また、 こ

の井戸の板材には、すべてその両側の木端にほぞ穴があって、 D2区4号井戸の上下の円筒と

異なり、すべての板材が相互に竹製のくさびで連結されていたものと考えられる。

この円筒にもD2区第4号井戸同様に竹のたががはめてあったらしく、板材の外面にはその

痕跡がみられた。 これによると、 たがはD2区第4号井戸と同様のもので、 板材の下端より

4.5噸､33c厩、 50.5c配、 72c廓上方の4か所ところにたがが固定されていたようである。

この円筒の上端の外面がけづりこまれいてる状況からみれば、上方にもう一段円筒が存在し

ていたらしく、 この調整も、それを支え、連結するためのものと考えられ、 この井戸がD2区

第4号井戸とほとんど同じ櫛造であったと推定できた。 （伊吹 尚）
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k C11区第1号井戸

この井戸は、潜流橋の下流約250mあまりのところの芦田川の東側低水敷の中にあり、本年

度調査の小中洲の西端にあった。満潮時には水面下深く没していたが、干潮時には、砂に理っ

たその上端部を見せていた， しかもその西側は川床が急に深くなっており、井戸の西側と北側

は常に流水に洗われている状態であった。

外法の1辺が約90c沈、深さ110c疵の木組みの方形井戸で、縦板（外板）は中継されて上段と

下段の2つに分かれている。上段の縦板はほとんど流されており、 ‐ド段は、現存長約110“、

幅30c郷、厚さ3c脱ほどの比較的頑丈な板が各辺に3枚づつあった。横桟(内枠)は、 3段あり、

上から1段目のものは、上段の縦板を内側から支える役目をしている。 2段目の横桟は、上段

の縦板を支えるとともに上段の縦板と横桟をその上にのせている。 1段目と2段目はがたがた

でかなりいたんでいるが、 3段目のものはしっかりしている。 なお、隅柱（角柱）や曲物はな

かったが、縦板の外側には、かなりの数のそえ木がしてあった。井戸内には、有機粘質士が底

まで堆積しており、縦板の下端部分は湧水層の砂層となっている。掘り方は、井戸の東側のと

ころは残っていたが、 その他は流されて不明である。残存部から推定すると直径1．3瓶前後の

ほぼ円形の掘り方とおもわれる。

上段の縦板は、井戸の北側の東端と東側の南端に各1枚、南側東端に2枚、小片が残ってい

るのみで、他は全て流失している。その大きさは、現存長30～40c加、幅7～27c加、厚さ2cM前

後あり、 いずれも底部は水平に切ってある。縦板の表面は、いずれもきれいに削ってあるが、

南側に残っている2枚の縦板の内面は、やや荒く、板を縦に割ったような縦筋がついている。
まさ功

縦板はいずれも柾目となっている。

下段の縦板は、内面はきれいに削りこんでいるが、外面は荒削りで、 0．5“前後のでこぼこ

の面になっている。 また上から2段目の横桟を固定したところは、縦板の腐蝕により4c瓶幅

で、 0.5c脚あまり張り出している。そこに横桟が打ちつけられている。各板には釘2本を打ち

つけており、縦板と横桟には釘の小片とその痕が残っている。 3段目の横桟を固定したところ

には、張り出しは見られず、釘を2本打った痕がみられる。釘は、 2段目の横桟にあったもの

とほぼ同位置で板の端から4～5c猟のところに1本ずつ打ちつけられており、釘と釘との間隔

は20c祝前後である。縦板の底部は、大体水平に切ってあるが、北側、東側、西側の各1枚と南

側の2枚は、角を切り落して、やや丸い形をしている。板はかなりしっかりしたものを使用し

ている。
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横桟は、 1段目は、 1，段縦板の|<端から92c脱上のところにあり、 2段目はそのすぐ下で、 3

段|言Iは、 2段'三lから56“~ドで、 1,.段縦板の下端から25c郷のところにある。 1段目の横桟は、 1

辺が長さ78～82c脚、幅10c脱、厚さ66脱の大きさのもので、南側と北側の両端が凸形、東側と西

側の両端がlu1形になっている("8IXI)。 凸部は、先端か

ら7c郷で井戸の内側に向く面から1c脱ほどのところの長〃

形の面を先ず切り落しており、その後、先端から5c"のと

ころを、中央部を2．3”残し、 その上~ドを1．6c加の厚さで
綴
第8図C11区第1号井戸横

切り取って凸形にしている。凹部は、先端から9.5c〃、井 捜の組方

戸の内側に向く面から2c"ほどの災ﾉﾉ形の面を先ず切り落し、その後、凹形先端の中央部を長

さ7c耐、上卜幅2.5c〃、奥行9.5c"で、横桟の外側の面が1.5c"幅ほど残るようにえぐり貫いて

いる。つまり凹部は、全部は附いておらず、凸部先端をおさえるような形になっている。横桟

は側面が柾目になっている。東北部の|ⅢI凸の造りは丁寧であるが、その他はやや粗雑で、両端

部が腐蝕し、凹凸が欠失しているものもある。 また、西側と北側の横桟は、中央部もいたんで

おり、断面が丸くなっている。

2段目の横桟は、 1辺が長さ88c脱、幅4c腕、厚さ5c脱の大きさで、南側と北側の両端が凸

形、東側と西側は凹形になっている。凹凸の造りは簡単で荒く、横桟4本を組み合わせると、

凸部の先端が外に突き出てしまう。横桟中央部の断面は方形ではなく、縦板についている側は

角を残しているが、内側に面した水に洗われる部分は角がとれて丸くなっている。下端よりも

上端の方がより丸味を帯びている。

3段目の横桟も同様に南側と北側の両端が凸形、東側と西側が凹形である。

つぎにそえ木であるが、北側13枚、東側5枚、西側9枚、南側5枚の計32枚が残存してい

た。 これは濁水などの流入を防ぐためのものとおもわれる。大きさは、 現存長30～100“、

幅4～10噸、厚さ0.3～0.5c〃の薄い板で、底部はほぼ平｣･l1である。

井戸から出土の遺物は、他の井戸と比べて少ないが、底までつまっている有磯粘質士の上部

からは、犬の頭蓋骨、土師蘭土器の小lⅢが出土し、 その下部からは、青磁片、亀山焼片、土師

質土器片、釘、漆器片、梅の実、松かさなどが出土した。 （山県 元）

I D2区第4号井戸（図版7，第9図）

昨年の調査区域において、新たに発見された井戸の一つで、調査区内にあった数本の流路の

内に埋没していたものが、 その後水に洗われて、姿をあらわしたものと推定される。
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井戸は円形に近い楕円形で、井戸の内法ではかると、長軸は94c腕、短軸は76c猟で、北側がや

や尖って、卵形に近い形をしていた。本来は円形であったものが、周囲からの圧力でゆがめら

れて、 このような形になったものとおもわれる。

内部には、他の井戸同様、砂をまじえる青灰色粘土がつまっていて、井戸わくの上端より、

下方へ約123c硯でわくの下端に達し、 このあたりが湧水面となっている。 青灰色粘土肘から

は、竜泉窯青磁片2，備前焼の翌、土師箇小lⅢの破片、内耳付･の土鍋片などとともに、曲物の

底とおもわれる直径約13c腕の円板が出土している。

この井戸は外側に竹製のたがをはめた2つの円筒を亜ねて、井戸側としており、 ちょうど、

桶の底をぬいて、桶側を積み重ねたような状態である。

‐ド方の円筒は、長さ72.6～73.7c郷、幅は_上端で3.3～5.3"1、下端で3.8～5.9c肌、厚さ約2c"

で、上端が薄く、下端がやや厚くて内反する板材を60枚、横に連結してつくっている。各板材

の幅を合計すると、上端の円周は約261.4c硯、下端のそれは305.4c血となる。 これをもとに直径

を計算してみると、内法で上端の直径は約83“、下端のそれは約97c脱となって、その差は14c"

あり、上端がややすぼまり、底をぬいた桶側をふせた状態となる。

そして、 この板材の木端の上下2個所に長さlc脱のほぞ穴をつくり、 ここに竹製のくさびを

さしこんで、板材を連結している。 くさびは長さが約5c腕で、両端は尖っていて、肢大幅は約

1“をはかり、それがくさびの中央部に位置するようにつくられている。ほぞ穴は、上方の穴

で、板材の上端よりも下方へ8．8c机～12.6c脱の範囲

内に、 下方の穴は板材の下端より上方へ9.0～13.8

で、板材の上端よりも卜万へ8．6c机～lZ.bC脱のi犯四

内に、 下方の穴は板材の下端より上方へ9.0～13.8

c腿の範囲内にあけられている。

隣り合う板材のほぞ穴の位置について考えてみる

と、上方の穴では、板材の上端からの距離の差が岐

大で5朋加をはかり、ほとんど差がないのに対して、

下方の穴ではその差が4”以上あるものが59組中19

組もあり、岐大のずれは1c加である。 したがって板

材の_上端はほとんど一線をなすが、下端においては

それがみられないことになる。 また、板材の木端の

片側にほぞ穴のないものが2枚あり、 くさびによる

連結は円周の1個所ではおこなわれていなかったこ

とがうかがえる。

i O 50cm
i L一一一一一一」

第9図D2区第4号順二i復元図
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上方の円筒は、板材の~ド端ではぱ4.1～5.9”のものを54枚連結して作っている。 この円筒の

上部は腐蝕しているので、全長は詳らかにしがたいが、現存長は最高62.5噸、妓低46.5c腕をは

かることができる。

この円筒も板材の連結方法は~ド方の円筒と同じで、板材の木端には、下端より9.6～15.5c"

上方にほぞ穴があり、 ここに竹製のくさびをさしこんで板材を連結する技法がみられる。本来

はこの穴の上方にもう一個所、ほぞ穴があり、 ここにもくさびをさしこんで連結していたので

あろうが、その状態は詳らかにしがたい。

この円筒においても、隣り合うほぞ穴の位醗は、板材の下端からはかると差が大きく、板材

を連結した場合、その~ド端は不揃いであったらしい。 この点から考えると、 この円筒は既製の

樽や桶の底をぬいて、それを利jilしたものではなく、最初から井戸側として作成されたもので

あると考えることができる。また、 この板材のなかに、その片側の木端にほぞ穴のないものが

1枚ある。 これに組み合う板材がないことから、 この円筒もまた1個所は連結されていなかっ

たようである。

この2つの円筒の外側には、幅2c腕余りの割竹を3本編みあわせてつくった幅4c"ほどのた

がが、 ‐ド方の円筒には3個所、 ‐上方のそれには2個所はめてあった。下方の円筒にまかれたた

がは、それぞれの上端が円筒の上端から、 ‐ド方へ5c腕、 26c鯛、 29.5c郷のところの3個所に、上

方の円筒では、円満の~ド端より上方へ15c〃と39c腕のところにたがの~ド端がくるように巻いてあ

った。

2つの円筒の関係についてみると、 ‐ド方の円筒の上端が上方の円筒の下端の内側にはまって

いて、 2つの円筒の重なりは約9c腕であった。

また、 2つの円筒の内側では、 ‐ド方の円筒の上端よりも上側は板材が薄くなっている。 これ

は水をくむ際に桶があたったためではないかとおもわれる。 このことからみて、 2つの円筒の

つぎ目付近に水位があったものと推定される。 （伊吹 尚）

mD2区第5号井戸

D2区第4号井戸の南約13m、東側の謹岸より約31疵のところに位置し干潮の時に砂洲とな

る南西端にあたり縦板の一部が若干のぞいていた。井戸は内法東西89c碗、南北88c施の方形の木

組み井戸である。

井戸周辺を若干削平したところ東西径約191c耐、南北径約194c碗のほぼ円形をした掘り方があ

きらかにされた。井戸はその掘り方の南東方に位置し東側から約28c腕、南側から約35c腕をはか
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るところにすえられている。榊造は、上、下、二段の横桟の周囲に縦板とそえ木を配したもの

である。

縦板は、 北12, 西6， 南4， 東4の計26枚からなり横桟に1本ないし2本の釘でとめてい

る。縦板は、 ほとんどが、幅10.0～17.2c脱、厚さ0.2～3.2c肥、長さ9.30～113c師をはかるもの

であるが、北側のものは、西から4枚目からは、幅3.8～5.3c脱、厚さ2.4～3.5c"、長さ76.0

～83.5“の断面が正方形に近い木を9本置いている。 9本のうち上、下の横桟に釘が1本ずつ

打ちつけてあるが、上段の横桟に打ちつけてないものが4本ある。

東端のものは、上段にも下段にも釘が打ちつけてなく、 その西隣りの縦板に横から1本の釘

で打ちつけられている。縦板の内側は、 カンナで丁寧に仕上げられているが、外側は、斧状の

もので縦に荒く割ったようでその痕跡が著しくそのため、厚さは一定しておらず、厚く、凹凸

の激しいところは、 ちょうな等で整形している。底は斧状のもので打ち切られたものらしく、

平坦ではなく不定の方向より切られた凹凸がみられる。 また縦板の下端は、一様に整ってな

く、最も長いもので、下段の横桟の上面より21.0c庇、最も短いもので5.5c腕をはかる。

縦板のそれぞれの四隅の合わせ方は、一方の縦板の内面に、他方の縦板の木端が合わさり、

その関係はそれぞれの隅で交互になっている。

つまり、北側の東端の縦板の木端は車側縦板の内面に密着し、東側の南端の縦板の木端は、

南側の東端の縦板の内面に合わせられている。

そえ木は、縦板の継ぎ目に世かれ南側に3，束4、北9、西9の合計25枚であるが北側の細

い縦板には置かれてないものがみられた。幅は、 4.1～6.Oc腕、厚さは、 0.2～l.5c脱であり、長

さは縦板よりも若干短いものである。 また縦板はほとんど釘1本で止めてあるが、北側と西側

のそれぞれ5枚、 7枚のそえ木には全く釘が打ちつけられていなかった。

横桟は、上、下二段であるが、上段の上面から下段の上面までは、 52“ほど離れていた。上

下段ともその厚さは、 3.5c鯛、幅は7c脱であり、 ほぞで組まれている。

上段は、北側と南側に凸部、東側と西側に凹部をつくり、

乞え~=- ≦蕊三ク組み合わされている｡凹部は､上段で深さ1.2~1.4c鰯、下 一ミミ1つ
段で深さ1．5～1.6c脱、端からいずれも横桟の幅だけの切り

"10図D2区第5号井戸横
横の組方

込みを内側に持ち、端から3．5”、上、 ‐ド面からそれぞれ

0.7～1.0”のところに縦1.5～2.1c脱、横3,5c腕の穴をあけ、内側から外側まで貫通したほぞ穴

をつくり、凸部を差し込むようになっている。凸部には、継ぎ合わせたのち、外側から木製の

くさびを外側に近いところに打ち込んでいる。
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横桟の1111部と凸部は、上段とド段で逆になり、 ド段では、凸部は東側と西側、凹部は、北側

と南側になっている。

井戸内からは、炭化した木片、貝、瓦片、土I'!lli質土器片、 青磁片、鉄製の鍋の把手、鎌倉時

代末期のものとおもわれるilli前焼片が出土した。 （中田 昭）

、杭列とD3区第1号井戸（図版8．9．10，第11図）

8月に襲った2つの台風のため、本中洲東北岸、潜流橋より北へ140mあまりのところに、

杭が南北に一列になって芦田川東流に突っ込んでいる地点(D3区aグリッド）が発見された

が、常に流水により削られる状態にあるため、緊急に発掘調査を行なった。

付近は、 ちょうど東流が東へカーブしているところにあたり、遺柵面である青色粘土層がど
えく・

んどん決り取られて行く状況にあった。流水ぎわの杭をもとに、南側約20mのところの水溜り

部分まで調査を進めていくと、南北に一列に連がる数本の杭があらわれた。 aグリッドの杭列
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鋪11図D3区平面図(No.1は第1号井戸）

の北西側50～100脱の対岸には、前年度(1969年､館5次)の発掘調査で、狭い掘り方をもった、

柵跡ではないかと推定される南北の杭列遺構が、溝と交わる状態で発見されており、 また同じ

本中洲の西側20～30脱のところでは、 1965年度（第3次）の発掘調査で、 2本の杭列のある溝

を伴なう石敷道路の曲り角が発見されており、 これらと関連があると推定されたので、前年度
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の区分方法に従って、 D3区のa、 f、 k， pの4グリッドの一部を調査することにした。堆

積士をはいでいくと、地表下60c腕足らずのところから生活面と思われる暗褐色粘質土層があら

われてきた。 fグリッドでは、 0.1～0.5c加大の木炭片が暗褐色上に混ってかなり広い範囲に分

布しているところがあり、付近から青磁、鉄釘、滑石製の鍋の口縁部、土師価-|器の小Ⅲl、土

鍋、亀山焼などの破片が出土した。 kグリッドでも、同じ面から、萢泉窯などの青磁白磁、

すり鉢、鹿の歯、備前焼、須恵器、土師質土器の小皿、 l鍋などの破片が出土した。 とくにk

グリッドとfグリッドの間あたりからは、小皿の完形品やそれに近いもの6点、青銅製の鯉

口、判読不明の古銭1枚などをはじめとして、かなりの遺物が出土した。 pグリッドでは、青

磁、常滑焼、亀山焼、滑石製の鍋、 などをはじめ、宣和通宝1枚、洪武通宝1枚、判読不明の

古銭2枚が出土した。 このように、杭列の西側の地域は比較的よく残っていたが、東側はほと

んど流失していた。 この生活面が、室町期にあたるものか、鎌倉期まで下るものかどうかは、

調査が狭い範囲に限られていたことと、流水による土層の撹乱のため、 はっきりしないが、出

土遺物からみて鎌倉期のものとみてよいようである。

つぎに、杭列の性格を明らかにするため、 まず、杭の掘り方を掘り下げて行った。杭列は、

北から西に32°の角度でほぼ一直線に並び、水ぎわから約30郷のところまでで、杭は全部で58

本残存していた。掘り方は杭の周囲にごく一部だけあることが明らかになった。 このことから

みて、杭列は、 1965年度発掘調査の時、石敷道路の南側にほぼ平行した杭列をもつ小溝と、 そ

れに直交する南北方向の3本の'j､溝によって3つに区切られた住居区画をなす遺構があらわれ

ているが、そのうち南北方向の小溝にある杭列と何らかの関連があると推定された。

杭と杭との間隔は、大体50c脱前後であるが、 なかには1〃2以上の間隔をもつところもあっ

た。杭の打ち込まれている地面は、最初の暗褐色土層の生活面より60c呪あまり低く、地表より

約120～130cm-ドであった。杭の上部は流水のためすり減っており、遺構面から5～50c腕前後頭

をのぞかせている状態であった。杭の太さは、 10～12c脱大であり、遺構面より50c加ぐらい埋め

込まれていた。遺櫛面より上部では、杭は丸いが、下は荒く不規l!llに6～11面体に削られて多

角柱になっていた。

また、杭列の調査を行なっている際、北側より約10腕のところから、井戸の掘り込みがあら

われた。掘り方は、径2.5脱前後のものの中に、径1.3汎あまりの円形の掘り方があり、二亜の

ようであった，内側の掘り方は、杭列の東約50c脱のところにあり、 }!i色粘土がつまっており、

中から南北84”、東西90c"の木組み方形井戸の縦板があらわれた。井戸の北側の面は東北方向

に向いていた。井戸は、縦板と3段の横桟からなっており．縦板は、上から1段目の横桟より
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卜．が二重になっており、外側の縦板は、南側が4枚で、他の側面はすべて3枚からなり、内側

の縦板はすべて3枚づつであった。西側の縦板は土圧のため、内側に曲がり、弧形を描いて、

4c脱あまり内側に張り出していた。

1段目の横桟の上面は、縦板の下端より、 77c脱上にあり1段目と2段目の間は16c腕、 2段

目と3段目の|川は50c伽、 3段目から縦板の底面までは11c腕あった。外側の縦板の大きさは、長

さ110c腕前後、幅15～30c班、厚さ2～3c"で、上端部はすり切れていた。内側の縦板は、長さ

90”、幅20～30c郷、厚さ2c腕で、 1段目の横桟をその上にのせていた。 1段目の横桟は、南側

と北側の長さが82c腕、東側と西側の長さが78c腕で、 幅はいずれも5．5c腕、 厚さ6c腕であり、

2段目の横桟は、幅5c脱、厚さ7c硯、 3段目の横桟は、幅4c"、厚さ7c脱であった。土圧のた

め、 2段目と3段目の横桟は、井戸の内側に弓状に張り出していた。

井戸内は、暗灰色ないしは黒色の粘質の有機物腐蝕土がつまっており、礫は非常に少なく、

出土遺物は、土師質土器や、 灰釉のよくかかった備前焼の口縁部、 亀山焼の破片などととも

に、木製卒塔婆、 ドングリの実などが出土した。

以上みてきたように、杭列は、 1965年度調査の南北方向の小溝の杭列と関連があるものと推

定できたが、詳細は本中州の調査を待って検討したい。 また杭と井戸との関係についても、

流水のため荒されており、切りあいの状態もはっきりしないので、 その先後関係はあきらかに

できなかった。 （山県 元）
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Ⅲ出 土 遺 物

a陶磁器・土器類（図版11 ．12a、第12．13．14．15図）

陶 磁 器

今年度の調査により出土したものは、今までに出土しているものとほとんど同じであり、中

国関係の陶磁器では青磁を中心に青白磁、白磁などが出士している。

①青磁一器形としては皿と碗状のものとがある。

皿（第12図）－1は口径11.7“のもので口縁部がラッパ状に外反している。 4は口径12.9cm

のもので形は1に類似している。高台の部分には釉がかかっていない。 5は皿の底部で高台は

下部がわずかに内反しており、先も細い。 7はかなり大きな皿で口径が29.6c腕もある。 口縁部

はきつく外反しており口唇部の2c腕ほどは平坦な面となっている。黄緑色を呈しており釉も厚

い。いづれも竜泉窯の製品で胎士は灰白色を呈し釉も1脚”前後と厚い。

碗（第12図2， 3）－2

は口径15.5c加のもので内

側見込み部近くに2本の

凹線をめぐらしている。

3も口径14.8c加の碗で口

縁下はとくに釉が厚い。

②背白磁（第12図6）

－餓徳鎮窯の青白磁の底

部で厚さは6"脇ある。全

体に釉はうすいものであ

る。

日本の陶器関係もいま

縁
4

、〈－賊’

Z
0 ’'／

、 上尭

0 10dn
n 、 Q

第12図中国製陶磁器類実測図

までに出土しかものと同じで備前焼、瀬戸焼、常滑焼などがある。

①備前焼（第13図1～4）－酸化焼成による特有の色をなしているものである。

蕊（第13図）－1は口径14c脱の翌の口縁部で焼成はよい。 口縁部は玉縁をなすが断面は丸形

に近く鎌倉初期のものとおもわれる。 3は須恵器に近い灰色を呈している． 口径は23.6“あり
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玉縁も丸く1とほぼ同時期のものとおもわれる。 2はO3区第1号井戸の中から出土したもの

で口径が10.8c脱ある。時期としては1,3よりかなりくだるものであろう。

すり鉢（第13図4）－器内側に9条づつの刻線の入るもので口径が30.4c祝ある。 口縁部はや

や内曲ぎみに立ちあがっており、色は茶かっ色を呈する。

②瀬戸焼（第13図5～7）

鉢（第13図5）－底部は平底で径は14.4c脱ある。底から2c卿の,高さのところまでは釉がかか

らず水ひきの痕が顕著である。胎土は灰白色で釉は黄緑色を呈している。

おろし皿（第13図6）－底部で内側に幅1”、深さ0.5""のすじが縦横に走っている。底部

は平底で3.8c腕を測る。

底部（第13図7）－茶わんの底部とおもわれるものであるが色は黒色で黒天目茶碗とよばれ

るものであろう。底部ははりつけで径は4.1c脱で胎土は白い。底部はうるしでもってついだ痕

跡があり、 1回壊れたものをついで再使用したもののようである。

③常滑焼（第

14図1～3）－

いづれも口縁部

に特徴のある翌

で1は口径が

28.3c加ある。 口

縁部の下がりは

小さく鎌倉期の

ものであろう。

2も口径40c籾の

翌で形としては

lと類似してい

るが口縁部の厚

さは1よりうす

い。 3は室町期

の常滑焼口縁部

の特徴をしめし

ており口径は44

ヂグ

、2

~~こくⅧ

5

第14図常滑焼・亀山焼実測図
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“あるが口縁部のたれ~ドがる部分の幅が5c厩とひろい。茶かっ色を呈し、 D3区暗褐色土層か

ら出土した。

④亀山焼（第14図4．5）一甕の破片で表面に格子目のたたきをもつものである。 4は口径

が37.6c卿のものであるが胎士には砂粒が多い。 5は口径51c祝の大翌の口縁部で器内側肩部につ

ぎめがあり、その部分には指による調整のあとがのこっている。

土師質土器（第15図）

碗一器形からつぎの5つに区分できる。

(a)丸底で器i輔が3c蝿前後のもの。 (b)平底で器高が2～2.5c蝿前後で皿に近く口径に比して高さ

のひくいもの。 (c)口径に比して底部の径の小さいもの。 (d)底部がくぼみ底となっており口縁部

がやや内曲するもの。 (e)高台の付いたもの。

(a)は口径が10c鹿前後、器高が3"前後のもので口縁部がラッパ状に外反する丸底のものであ

る（第15図1～4） 。

(b)は、 口径が11.5c"、器高が2～2.5c"前後のものが多く口径に比して高さが低く底部は平底

に近く粘土をはりつけて整形している（館15図5～8） 。

(c)は口径が10c蝿前後のものであるが、 口径に比して底径が4～6c腕前後と小さい。表裏とも

刷毛による調整を行ない器の厚さはうすい（第15図9.10）。

6)は底がくぼみ底となっているもので口径が10e扉前後のもの(11.12)と12"前後のもの

（13.14）とがある。前者は器高が2.5～3“ある。後者は4.5“前後あり口縁部がやや内わん

している（第15図11～14） 。

(e)は高台付･のもので口径が11.5～12.5c卿のものが多く(a)に高台をはりつけたものとおもわ

れる．高台の尚さは5”ある。 口縁部は、わずかに外反しており焼きもよい（第15図15.16)。

皿（第15図17.18.19）一燈明皿とよばれているもので、 17は口径が7．6c卿、高さが1.5c呪あ

る。糸切底で焼きもよい。 18は口径が8.6c腕、高さは1.5c腕ある。 19は、 口径10.8c呪、高さが

1.7c呪あり底には板目がのこっている。

鍋（第15図20）－口径24.6c卿の鍋で、 口縁~ド3c寵のところから上部はS字状に轡曲しており

口唇部は肥厚している．内側は上端から2c卿のところに耳をはりつけており径6飼廓の穴が2個

－38－
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穿たれている。表面にはへらによる調整痕がのこり、全体に煤が付着している。

鍔釜（第15図21）－胴部の径が26.6c脱ある釜で表面に斜格子のたたき目がある。鍔は幅1.3

“、厚さ9蹴加のものをはりつけている。

瓦質土器

火舎（第13図8）－口径が16.6c抑、高さが7.1c塊のもので脚をつけている。脚は3脚のようで

ある。 口縁部は内曲しており、最大径は上端より1.5“のところにあり18c猟を測る。 口縁から

~ド、 0．4c泥、 lc〃、 2c卿のところにはそれぞれ巾1""の凹線があり、 そのあいだに菊花文と長

方形の刺突文の押型が配されている。 また下から2.8c祝と、 2.2c蝿のところにも凹線をめぐら

し、そのあいだに菊花文を押しつけている。 ろくろによる整形痕をよく残しており焼成もよ

い。 （河瀬正利）

b石製品・土製品（図版12b、第16図）

砥石（第16図1)-O4区第1号井戸より出土したものである。多面体で、使用面は3面残

っており、その面の最大幅は5.5c蝿と5c加と3cwである。砥石自体の大きさは、現存長約6c"

で、淡灰白色の砂岩である。砥石片は同じ井戸よりもう1点出土した。大きさは、 3.5c祝×3.5

c郷×3c呪で、淡灰白色の砂岩である。

石臼-O4区第1号井戸より出土したもので、上下2つに分れた製粉用の石臼の上部の一部

と推定される。推定直径33.5c塊、中央部の厚さ約7c"の大きさで、現存しているのは、石臼の

上部の4分の1弱である。臼の上面は、やや内くぼみで、周囲に幅3.5c加、高さ0.6c脱の縁どり

の跡が残っている。側面は、 やや内すぼまりで、下端は上端より0.5c税引っ込んでいる。 臼

の下面には、 中央部に直径3c郷の穴があるが、 石臼を回転さすための中心棒を差し込む穴と

思われる。 また下面は、半径約8c蝿の円周部を最深（深さ0.8c")として、ゆるやかな傾斜の

溝がぐるりと回っており、その外側の8c漉幅の円周には、長さ約6c郷、幅lc塊、深さ0．3c"あ

まりの溝が、 約lc加間隔で、数本づつ、 円周の内側から外側に向いて彫り込まれている。溝

と溝との間の凸部は磨滅していた。 また石臼の表面は、 上面部を除いては灰黒色を呈してい

た。

石鍋一杭列のあったD3区fグリッドより出土した。滑石製の鍋の口縁部で、現存部は厚さ
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lc廓、幅4c腕、長さ9c加の大きさである。 口縁部か

ら1.3c沈下に、厚さ0.8c腕、幅0.8c加の鍔がついてい

る。鍋の外側の面には煤がついていた。滑石製品

は、同じ地点からもう2片出土した。そのうち1つ

は厚さ1．7”で、やはり外側の面に煤がついてい

1
■■－ 一

ー

I
、

盈盈

1I

る。

洲 ③帥土錘（第16図2～5)-C1区第6号井戸より1

個、 O3区第1号井戸より1個、 O4区第1号井戸

鶴2鰯3
鍵より1個、 D3区pグリッドの暗褐色土層から1個

●, ‘0 5cm
の合計4個が出土した。 2．3は、 比較的小型で、 ‘ ． ． ． ． ,

両方とも長さは4“あまり、太さは中央部の一番太 第16図石製品・土製品実測図

いところが1.4c郷、両端部の細いところが0.7c脱あま

りである。重さは、 2が6.71で3が7.93、紐を通す穴は、 2が直径約2”で、 3が直径4”

である。色調は、前者が淡赤褐色、後者が乳褐色で焼成は、いずれも良好である。 4， 5は、

少し大型で、長さは4.5～5c脱、太さは中央部で約3c"である。 4は、 先端部の太さが2.2c"

で、直径1.3c脇の丸い穴があいている。重さは563あり4個の土垂錘のうち一番重い。色調は、

淡灰褐色で、焼成は良好である。 5は、両側に紐を結びつける溝があり、その大きさは幅、深

さとも5”前後である。 （山県 元）

篭

c板碑・木製品類（第17．18図）

今回の調査で出土した木製品には板碑・鍬先・櫛などがある。

板碑（第17図1.2）－草戸千軒町遺跡はじめての発見でD3区第1号井戸から2基出土した

ものである。 1は全長が44c鯛の卒塔婆で上端から12.5c卿のところまでに梵字（空・風・火・水

・地にあたる）が書かれており、その下には南無阿弥陀仏と墨書されている。

上端から10c廓のところまでは両側から刻まれ五輪塔の形状に似ている。幅は中央部で3.6c"、

厚さが5“の板で上面へ鱒曲している。 2は全長40c尻､幅4c腕､厚さ3"の板で上端から5c祝の

ところと下から1.c加のところに径4""の孔を穿っており、何かに結びつけていたものとおもわ

れる｡上部から'0c凧のところと中央部に文字がある｡墨が消えて判続しがたいが｢園(撫:）

藺薩|文地蔵|蘆|産|｣と墨書されているようである．
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第17図板碑実測図

鍬先（第18図1）－－全長が28c卿、幅は上部で14c況ある。縁辺部には幅5""の面とりがなされ

ている。刃部は両側から削られて半円形をなしており、上端から6c祝のところには、柄を装着

するための長さが7.3”、幅が上部で2.8c腕、 ‐ド部で4.5cMの長方形のくりぬき孔がある。先

端部には、鉄製の刃が装着されていたもののようである。

櫛（第18図5.6）－頭部が半円形をなすもので5は棟幅が5"碗ある。歯の長さは2.5c廓、厚さ

は0.5"ある。

櫛の断面をみると、菱形に近く、歯の坐部が一番厚く1．1”をはかる。歯は、頭部の両側か

ら斜めに削られているため中央部はV字状をなしている。

とめぐし（第18図8.9）－屋根を葺くときに使われたとおもわれるとめぐしで長さはおよそ

20”前後のものである。断面は6角形で厚さは6”を測る。

ひとがた（第18図10）-1969年度の調査のさいに出土したものに類似している。頭部の刻み

－42－
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棚18図水伽1W1 .,冊･製附,災測図

ははっきりしないが烏|冊rを冠ったひとがたである災さが、 10.2c川、 II1Mは、 1.4c"ある。

糸巻（第18図7）一径が3.5“、厚さが4“の円形のもので中央部に径2"1伽の孔が穿たれて

いる。石川県普正寺遺跡においても同様な例の発見がある。 （注、 石川考古学研究会「普正

寺」1970年）

杓子状木製品（第18凶4）－災さが12.8“のもので杓子状を呈するものである先端部は幅

が3.5c脱あるが中央部からドは、 II1j側から削られて柄状となっている。厚さは3"ある

13－



この外、鮒181別2.3のように幅4c猟、長さ178c"zの2つの板をつぎあわせ先端部はV字状に

削り、そのドに2つの孔を穿っているものがある．隅は丸く長楕円形をなしており、またl'ij端

の中央部を．字型にえく．り込んでいることからみて蓋のようなものかもしれない。

骨製"， （第18M11)-D4区第1号井戸よりI I I I:したもので両端が欠損しているため、全長

は不明であるが､長さ7c脱をのこす。幅は上端部で1c"、ド端部で1.4c脱ある。表面には、花模
こみ訓も､

I兼の線刻がある ド端部は、両側から削られ細<なっており、全長15c腕前後の笄のようであ

る。厚さは1"脇であるが、表面には錐がつくられており、断面は中央がわずかに高く山形をな

している。 （河瀬 lli利）

d鉄製品・銅製品（第19図）

刀f("19"1 .2)-C6区第1号井戸とC1区館4号井戸から一本づつ出土した。 2

は、全腱235“（うち茎の長さ6.9cM)､Wi2.7c郷で、 反りはみられない。 厚さは、 棟部が35

伽"である 目釘穴は、 径0.4c〃で、 茎尻から4c脱のところに1つだけある。反りが見られな

◎龍。．
一
一

▼

職1ゞ’

、

10cm

第19図鉄製,li! ・銅製,品‘腱測図
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いかわりに、棟は、切先から3c認のところからゆるくカーブを描いている。茎には、 よく木|昌1

が残る鉄製の刀子である。

1は、現存長16.5c"(うち茎の長さ6cM)､幅1.4c廓の細身のもので、厚さは背部が3"で、

反りはみられない。先端部は欠けていて不明である。茎には、厚さ0．5"廓前後の薄い木片がく

っついており、その上を黒漆で塗り固めている。 目釘穴は、径2”で､茎尻から3.3胡廓のところ

に1つある。

茎（第19図3)-O2区第1号井戸より出士したもので、現存長は13.5c魂、 うち茎の長さは

5.8c加を測る。茎の幅は1.5c廓、厚さ0.5c配で、 目釘穴（推定径0.4c")のところで折れている。

茎には、黒色に腐蝕した柄の部分の木片が付着している。刀身の部分は、 幅2.3c"、 棟幅は

0.4c碗である。

鯉口（第19図4) --D3区の暗褐色土層から出した青銅製の鯉口である。内径は、縦3.1c"、

横1.2c鯛、外径3.8c鹿、横1.9c鯛で、刀身を入れるため長円形をしている。厚さは、 O.8c腿で、背

部には径0.3c卿の円形の穴のある青銅の輪がついている。青銅板の厚さは1"足らずで、表面

には緑青が出ている。

釘（第19図5， 6)-C1区第5号井戸から出土したものである。 5は、長さ5c卿､太さ0.4

C認、断面は正方形で、頭の部分が曲っている。 6は、現存長6.5c鯉、太さ0.5c厩断面は円形で、

頭の部分は欠失している。

鍋の把っ手（第19図7， 8)-D2区第5号井戸より出土したものである。幅13c認、中央部

の厚さ0.5cm(両端部はO.3cm)の縁が丸味を帯びた細い鉄棒を曲げて作っており、両端を2．5

e綿ほど外側に曲げて、鍋を引っ掛けるようにしている。把っ手の両端の間隔は31c猟、把っ手の

基部より中央までの高さは14.5c腕ある。把っ手の断面は山形で、中央部が一番高い。

鞠の羽口（第19図9)-O4区第1号井戸より多量に出土したもので、 9は現存長12c卿、外

径7.3“、内径2.7噸（口の方は少し狭くなっており、内径2.4c")の大きさの円筒形の羽口で

ある。 口の部分は、黒くガラス状に溶融しており、その周囲は黄色味を帯びている。またこの

部分には1"厩前後の小さな穴が泡つぷ状にあいている。羽口が高熱に耐えるため管先に巻かれ

ている粘土は、管先が黒く溶融しているため、ほとんど見分けることができない。胎土は、灰

褐色で、石英粒を多数含んでいるが、 口に近い部分は高熱のため赤褐色化している。また羽口

の表面と内面も黒く焼けている。 （山県 元）
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e古 銭

本年度の発掘調査で出土した古銭は、台風による調査区域の流失などのために、非常に少な

く、総計27枚である。その内訳は、唐銭が1枚、宋銭が14枚、明銭が1枚、 I亭1本銭（寛永通宝

1概顛のみ）が5枚、判読不明のものが6枚である。出土場所別にみると、井戸内より出土し

たものが8枚、 D3区の杭列周辺より出-Iもしたものが7枚、表面採集によるものが12枚であ
q＃

る。 さらに細かくみていくと井戸内より出土したものは、 O1区第1号井戸より元祐通宝が1

枚と寛永通宝が2枚、 O4区第1号井戸より元豊通宝が1枚と寛永通宝が1枚、 AO区第1号

井戸より皇宋通宝が1枚、 AO区第2号井戸より祥符通宝が1枚、 CO区第1号井戸より寛永

通宝が1枚である。杭列周辺より出士したものは、 fグリッドの杭列よりIIM通元宝が1枚と元

豊通宝が1枚、 kグリッドより判読不明のものが1枚、 pグリッドより宣和通宝が1枚と洪武

通宝1枚、判読不明のものが2枚である。

これらを検討してみると、 出土枚数こそ少ないが、 地域的には発掘調査地域のほぼ全般か

ら出ているし、 時代的にも初鋳年代が宋代のものに集中している。 これは、 この巡跡の妓も

栄えた時期が、 宋銭が主として用いられた鎌倉時代であることを物語っている。 第3次発掘

調在（1965年度）から今回（1970年度、 第6次）の発掘調査までに出土した古銭の種類別分

③＠．

鰯．、鯵

鰯＠鰯
第20図 古 銭 lｲi 影
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類を行なってみると、宋（北宋）代に鋳造されたものが肢も多く、判読できるもの220枚（出

土総数261枚）中176枚（24種）にのぼることからもうかがえる、

（山県 元）

第1表草ﾉｰi千軒町遺跡出土古銭極顛別一脆表
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年（1190）
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年(1201)
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年（1368）
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IV 総 括

1970年度発掘調査の対象とした地域は、芦田川の中洲62,000㎡にかかる潜流橋の~ド手、約

1的漉の東側低水敷にある遺跡包蔵小中洲約3,000"fであった。

この地域は、 1969年度に実施した潜流橋の上手約150瓶で現在のゴルフ場西側の小中洲がす

でに洗い流されていたため東側低水敷の中で孤立してしており流水の勢を直接受ける地域であ

りほっておけば流失の危険性がひじように大きい地域であった。

ここでは、 1968年度において調査を実施し潜流橋~ドの東側高水敷部分が芦田川の流水によっ

て荒され、砂層の堆積のみであったことから考えて、遺構の残存は少ないとおもわれる地域で

はあったが、小中洲の西端付近ではすでに瓦や陶磁器があらわれており室町期の遺構と考えら

れる地域や方形の木組み井戸が水面にあらわれており、 さらには、小中洲の先端部では、暗か

っ色粘土層とともに、陶磁器や土師質土器の破片が多数散乱していることから、遺構の存在も

想定できる地域であった。

調査により小中洲に堆積している砂層をとりのぞいていくと青色粘土層があらわれ、粘土層

の直上付近から陶磁器や土師質土器片があらわれてきたが粘土層そのものは流水により荒され

たものか凹凸部が多く、数条の溝が北から南へ走っていた。また、出土遺物も鎌倉期に比定で

きるものや室町期に比定できるものなど時期的に差があることとともに土器そのものもかなり

磨滅しているものが多いこながら、小中洲一帯は、流れによりかなり撹乱されている可能性が

強かった。

このようにかなりの凹凸がありはするが一時期の遺構面と考えられる暗かっ色粘土層の直上

まで排土を行ない、いよいよ遺構相当面の清掃と遺勝の検出にかかろうとした矢先、本県を襲

った台風9号、 10号により調査区は、完全に洗い流されたといってよいほどの打撃をうけた。

小中洲調査区への土砂の流入堆積は著しく、その排士は困難をきわめるとともに、遺構面残

存の可能性も少なかった。

このため、県教育委員会では、今後の調査の日程や方法を検討するため調査委員会議を開い

て協議した結果、本中洲周辺にあり、流失の危険性の強い個所から調査を行なうことと新たに

発見された井戸の調査に重点をおくことに決定した‘

このような状況のもとでの1970年度の調査では、南側小中洲部分の調査においては、成果を

あげることば少なかったが､ ，4基におよぶ井戸の調査により、草戸千軒町遺跡の井戸の構造や
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機能について、新しい資料をうることができた。

ここでは、 6回にわたる調査によりあきらかにされた。井戸の榊造、機能についてまとめて

おくことにしたい。

井戸の洲査は、第1次から第6次の調査までに35雄におよんでいる。その内訳をみると1961

年度（第1次） 1962年度（第2次）では6基、 1968年度（第4次）では4基、 1969年度（第5

次）では11雄、 1970年度（第6次）では14基の調査を行なったが、低水救にあらわれながら未

調査のまま流失してしまったものを含めると約70雄の多きにのぼるものとおもわれる。

これらの井戸は、その構造から大別して木組み井戸と石積み井戸とに分類することができ

る。

このうち木組み井戸についてみれば、 さらに (1)方形井戸(2)円形井戸(3)その他の構造の

井戸とに区分できるものである。いずれも草戸千軒町遺跡の鎌倉期の遺構面と考えられる堆積

砂層下の青色（暗かっ色）粘土屑に径2～3m前後の円形の掘り方をつくり、粘土層下の砂層

の中に井戸を構築したものである。

木組み井戸も、第4次までの調査では、すべて方形のものと円形のものとに限られており、

また、木組み方形井戸と円形井戸とでは井戸内から出土する適物（主として陶磁器類）や井戸

わくの腐蝕の進行度から方形井戸が円形井戸よりやや古い時期に櫛築されたものであるとする

説もあった。

ところが、第5次の調査では、方形井戸とともに下部構造は方形であるが上部構造が8角形

を呈する井戸や下部構造が9角形の多面体を呈する井戸および曲物を2～3段に積み重ねたよ

うな形をなす曲物井戸が発見され、 さらに第6次の調査では、上部櫛造は方形でその中に円形

の桶側をおき、下部構造は12面体の井筒としているものや桶側を1～2段に重ねて井筒として

いるものなどが発見され、各種の榊造が存在することと構築の時期にも多少の差があることが

あきらかにされた。

つぎにこれらの井戸の概要をのべ、榊造や機能について考察してみよう。

(1) 方形井戸

この井戸の中には、約150c〃以上、幅30c腕、厚さ2c瓶前後の1枚板を縦板としてめく､らし内

側に2～3段の横桟をわたし固定したもの(D2区第5号）や同じ柵造でも水を浄化するため

に底に曲物や桶側をすえたもの(O3区第1号井戸、 OO区第1号井戸などこの種の井戸が一

番多い)､また、短い板を2～3枚つないで縦板としたもの(C11区第1号井戸、 D3区第1号

井戸）や縦板の内側へさらに板を横にして積みあげ、横桟や隅柱を全然使用しないもの（1969
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年のD1区井戸)､さらに縦板の内側にもう一意の方形井筒をめぐらしたもの(1961年の東側井

戸）などがある。

とくに1970年において調査したOO区第1号井戸は、 1辺約1mの方形の井筒の底に曲物を

うめ込み、その上にくりぬきの中筒をおき、中筒と縦板の間には径20c腕大の礫をつめ込み、中

筒と曲物を固定するとともに浄水の役目を果しているものもある。

また、 1969年度のD1区井戸では、長さ170c配以上、幅30c配、厚さ3c廓前後の縦板の内側

に、幅30c腕、厚さ2.5c廓前後の横板を積みあげ、土・水の流入を防いでいるものもある。

このように方形井戸の中には、縦板のつぎ目に簡単な板をそえるだけの簡略化されたもの

や、複筒や、底に曲物などをおくといった浄水のための工夫がほどこされているものがあるこ

とから考えて機能的に違いがあったものといえよう。

（2） 円形井戸

この形状の井戸についても③木組み円形井戸⑤曲物井戸◎桶側の井戸の3つに分類で

きる。

③この形状の井戸は、まだ発掘調査を実施していないため詳細をあきらかにすることはで

きないが、未調査のまま、低水救中にあらわれているためその概要を知ることができる。

井戸は、 10枚前後の縦板で囲った円形プランのもので、縦板の長さは不明であるが、幅30"

前後、厚さ3c卿前後のものを使用しているものである。

⑥では、 1969年の調査によりあきらかにされたものである。

第1号では、径38.5c呪、高さ22c腿の曲物を青色砂層の中にすえ、その上に、径56c認、高さ

39.8噸の曲物をのせて井筒としている。

第2号では、径40c耐～63c硯、高さ30c"～34c廓の曲物を4段積み重ねている。

しかし、 この形状の井戸は現状からは曲物だけを使用して構築したものとおもわれるが、曲

物の外側に方形ないしは円形の縦板が存在した可能性もじゅうぶんに考えられるものである。

◎この種の井戸は、 1970年の調査により発見されたものである。

D2区第4号井戸では、長さ72.6c況～73.7c鹿。幅3.3c胴～5.3c認、厚さ2cz前後の板を上段で

54枚並べて径85c認の円形の桶側とし、板と板とをくさびでとめている。桶側の外側には、竹を

あんだタガで固定している。下段も同様な柵造であり、径83c師の円形をなしているが、下段の

桶側の上端を削り、上段の桶側にさし込む構造のものである。 （他にC6区第1号井戸）

（3） その他の構造の井戸

この井戸のなかには、 1969年調査のD2区第2号9角形井戸、 D2区第3号8角形井戸、お
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よび1970年調査のAO区第1号井戸などがある。

D2区第2号9角形井戸は、長さ120c卿以上、幅25c蝿、厚さ2c腿前後の縦板9枚を使用して

9角形のプランを呈す井筒としたもので横桟などは使用していないが、縦板下端部にほぞ穴を

穿ちつないでいたもののようである。

D2区第3号8角形井戸では、下部には1辺98c耐の方形の井筒をつくり、その上には8角形

の井桁をおき、方形の井筒で支える構造をなしている。 また、AO区第1号井戸では、 1辺95

c腿の方形井筒の中に径82c蝿の円形の桶側をおさめ、上部構造とし、それを下部構造である12面

体の井筒で支える構造の井戸である。 12面体の井筒に使用している板は、長さ140”､幅40c卿、

厚さ3c腕前後あり、板と板の上端部と下端部では、長さ5c卿、幅3"、厚さ1c腕のくさびでも

ってつないでいる。井筒の内法は、 100～110c鹿を測り、上部柵造よりは大きいため、 12面体の

井筒の上に横板をのせ方形の上部構造を支えている。

(2)、 (3)の構造の井戸については、井戸内部から出土する遺物はむろんのこと、井戸掘り方の

中からIM土する遺物は、鎌倉期から室町期にかけてのものが混在しているため、井戸構築の先

後関係をあきらかにすることは困難であるが、ただ、D2区第2号9角形井戸の掘り方の韮底

部に、木組み方形井戸の横桟の一部がのこっており、方形井戸を取り壊したのち9角形井戸を

柵築していることから推定すれば方形井戸→多面形井戸という関係が考えられよう。 また円形

|:戸については内部から出土する遺物のみでは構築の時期を決定する資料に乏しいが、井戸内

部の堆積土や遺物、また、遺構面からの深さなどから推測すれば、方形井戸と同時期の鎌倉期

のものとすることができよう。

つぎに石積み井戸についてみれば、第4， 5次の調査により発見されたものである。

この井戸は、径2～3疵、深さ1．5汎前後の掘り方の中に径2師前後の円形プランの井戸を

椴築している。内法は、 1鯛前後で径30～50e腕大の割石を乱讃みにしている。韮底部には、曲

物などの浄化装置はなく、直ちに湧水層である青色砂層となっている。

構築の時期は、井戸掘り方の中から出土した陶磁器からみて室町期に下るものとおもわれ、

井戸の性格も石積みの間隙から土砂や汚水の流入が著しく飲料水としては適さないことから作

業用水用の井戸と考えられるものである。

以上のことから考えて、 3つの形態の井戸の間には方形井戸（円形井戸）→多面形井戸（複

雑な構造）→石積み井戸という時期的関係が考えられよう。
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また、 これらの井戸の分布状態をみれば、第1次～第4次までの調査では発見された井戸の

基数が少ないことから4～5軒の家が使用する共同井戸的なものと考えられたが、第5， 6次

の調査区では、井戸と井戸との間隔が2～3mのものがあり各家なに井戸があった可能性も推

定されるようになった。

また、今までのところ井戸は第5次の調査区付近また本中洲西側の護岸沿いに集中している

ことからこの付近に水脈がとおっていたものと推定できる。

以上みてきたように井戸の櫛造や分布状態からその機能を考えてみるに、井戸の構造から木

組み井戸は飲料水用、石積み井戸は作業用水用の井戸と大別することができるようである。

また、木組み井戸の中でも、 1969年の井戸や1970年OO区第1号井戸のように浄水のためか

なり手の込んだ工夫がなされているものと縦板をめく・らし外側にそえ板をあてるだけで曲物な

どをうめこんでいないものとがあることは、飲料水用の井戸であっても水質の良否があるため

(河瀬正利）このような構造上の差が生じたものと考えることができよう。
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誌付発掘調査日 抄

7月20日（月）曇のち暗

午後2時すぎより鍬入式を行なった。 出席苫は、県教育愛仇会稲山教育琳勝所長、耐l l市長、柵l1 1市教

育委興会教育長、世崎凋厳団長、その他鞭道関係茜も混じえ数10名に達した． その後、宿舎において、 こ

れからの測從H礎、方針について協議した＝

7月21日（火）晴

悔雨あけで、芦I11川が期水し、低水数中の悶侮予定i| '洲に渡れないので、干潮を見はからって、杭と航

割による架橘作笈をおこなった。

7月22日（水）晴

今年度の細在中洲は． 5つのブPツク

からなるが、股I櫛端'II'洲は従来遺跡の南

限付近にあたるといわれており、その確

認と、遺細il当Iniまでの上砂の深さをあ

きらかにするため、 1辺2加から10伽の

方形トレンチを!|'洲上に計7か所設け．

A～Gと呼称する。

7月23H(木）晴

昨年打込んだ,iIM"グI)ツド際氷枕が流

失していたため、あらたに淋流橘東端の

ベンチマークより、 50"1間隔の杭を打込ん起

D11区までであることが陥落された。

NO.1 !淵沓区の排士

その結災．本年腿凋1ｲf地域は、 C9区～C11区、 D8区～

7月24日（金）晴

D8区、 D91え中洲の平板測i,iをおこない外周の形状を測定した。同時に中洲西側に蝿lliしているC

11区舘1号jI:戸の1;l･測を行なった。

7月25日（土）晴

C111X:"1号）|;ﾉiを洲"するため、露IIIしている外板の周辺のi,¥柵をおこない、 聯真搬形を行ないI洲代

にかかった。午後、遊共瓶の運搬作業中、 ノ'二戸の外板が何箭かによって抜き去られた。現場に残っていた

数枚の板を見ると30～40”と葱外に短かく、 ノI:戸はほとんど残っていないのかもしれない． いずれにせ

よ、井戸の‘淵査は後まわしにすることにした
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7月23日（日）晴

D101区、 C10区中洲のsIZ板測瞼を行な

った。

7月27日（月）晴

昨日に続いて調査区の平板測俄を行な

い、ほぼ、 』Iz而図を完成した。

7月28日（火）晴

堆積した流砂の量が彪大で、排土作業

がおもわしくない。建設禰隔山工事事務

所に再座、ブルドーザによる排土と流水

の遮断を依頼した。

ユ
「
三
Ｕ
査

弗

,一

｜
’

No.2 外板の一部を抜き去られたC11区第1号井戸

A・B・C･Dトレンチは過概相当面に達した。土砂のjil職は1.1"zから1.8"1に達し、砂1脚と青灰色淵i

土層が細かく交互に堆職しており、生活隅として把握できない． この下にある泄朧相当面は、 レベルから

いって嫌なlﾛlに比定される

7月29日（水）晴

A・B・C．Dトレンチのセクションをとるため、壁面の消紬をおこない、乎真撮影をおえた。

7月30日（木）晴

A・Bトレンチ東壁および南確セクシ

ョンを爽測した。

7月31日（金）晴

Cトレンチ東蕊および南嶬セクション

を実測した

8月1日（土）晴

A・B・C･Dトレンチ遺構相当面か

らは、土器片が散見されるが、遺概検出

はブルドーザーによる流水順lこめと周辺

雲

篝 【

No.3 Aトレンチセクション実測

の土砂排除後におこなうこととし. E･

F・GI､レンチの排土作業に喧点をおく．

鯉設竹WIII I IT:'事を獅所と、ブルドーザーによる流水収止の方法及び位瞳について現地で協I棚した。

8月3日（月）晴

E・FI･レンチは、遺柵相当面までの排土作鴬を終えたセクションの写典撮影をおこなった．
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8月4日（火）晴

Gトレンチの砂胸の排土作業を終j'し

た．E、Fトレンチはセクションの災測

をおこなった．

午後よりブルドーザーによる堆職砂

刑の排土をはじめる。

8月5日（水）晴

ブルド'一ザーによる排｡l:作災と淵M〈の

堰Iこめを続ける．本年陛のI側厳区は'1,‘'1

洲が4侭流の! | !に分散しており、昨ｲド、 1

昨年のように、周辺の低水倣を完全にl:

上げることはむつかしいkうで. 4か所上げることはむつかしいようで、 4かﾘﾘ『

No.4 ブルドーザーによる流れのjIM1kめ

をじゅづつなぎにせきlこめて、 1〔);tのI断水蚊と結び、 ､'&円形の拠

防が本流に突きlllすような形になる．

8月6日（木）蹄

ブルドーザーによる流水遮断と炎士刷l雌を終j'した喪土は世|州相当inlより約30～50c"を残して排除し

た．

8月7日（金）蹄のち曇

水｢1より全泄柵相当mlの礁l1lをllll船することにし、まずD8Iえの排士作猫からおこなう．

8月8日（土）雨のち曇

D8I灘の排土を続ける．泄物包含刑のI『〔上では、土Ⅲli髄土器のナベや、伽l1iIM1-1紬部などが散見され

た．

8月10日（月）曇のち鴫

午後より、 C9区・C101遮の排士作熊に移った．

8月11日（火）暗

C9IX･C10区の排土作災を統行した。

8月12日（水）晴

C9ばの股北端付近では、 I櫛にむかう瀞込みがあるようである包含1脚上iniには流水に洗われた条痕が

伐っている。

8月14日（金）曇時々雨

本日をもってC9・C10区の包含胴鯛I1作業を終えた。 D9 ．D10区ｲ61近はすでにブルドーザーによっ

て、ほとんど土砂の除去が完了しているので、明Hから、遺柵検II1に移る．
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8月15日（士）雨のち曇

昨夜の台風通過により、芦田川の水肱が急塒し、凋査区の周朋に築いた堤防が決壊したため、 悶査区は

濁流に洗われていた。

はげしい風雨が断続的に続いた。

8月16日（日）晴ときどき曇

洪水で荒された現場のあとかたづけを終日おこなった。洲瀧区内はなお水l,tが多く中に入れない。

8月17日（月）晴

昨日に引き続き、現場の整理をおこなった。

8月18日（火）晴

謝査区の周囲にめぐらした堤防の決壊筒所をhli修した。

8月19日（水）晴ときどき曇

調査区内にたまった濁水の排水と流入土の除去をおこなうが、作業は附雌をきわめた。

8月20日（木）曇ときどき雨

調査区北端のD8区から遺柵検出をはじめた。今回のlll水で、奔流の直蝶をうけ、相当けずられている

が、遺物はかなり残っているようである。古銭4枚発見。

8月21日（金）雨

夜半より台風が接近し風雨が激しいため発掘を中止し、尾|ﾉ1作業をおこなった。

8月22日（土）曇のち晴

今回の10号台風は前回の9号台風より

強烈であり、中洲にかかるコンクリート

橋（潜流橋）や高水倣の中にある仮設物

が流された。

闘査区は全く水没し， どのようになっ

f■

たかわからない。道具類の整理をおこな

つた．

8月23日（日）晴ときどき曇

現場の整理作業をおこなった。

8月24日（月）晴

ー一一

No.5 台風第10号による芦田川の氾濫

調査区に入ってみると、堤防は全壊し、遺樅面は大巾に剛られ青色牌i土l曾が縣出していた。残っている

のは、 C11区の井戸の周辺のみで、 とりあえずこのあたりのI凋査を始めた。

一方、今後の対策を協議するために洲査員全員の参集を求めるべく辿絡をした

－57－



8月26日（水）晴

現地で団長以下全員が集合して今後の

対策を協議した。 この結果、流失をまぬ

がれた遺樅があればこの検出を急ぐ、同

時に新たな出水によって流失する恐れの

ある低水蚊中の井戸やそれに嫌する遺

職などを重点的に調在することを決定

し、文化庁に連絡し了解を得た。

罰p,祁 ゥ 凸工
■

一

~凸 や

b 病一 啓冒・
出＝ ,◆ら

“鱗 一噂_出癖豊蘭 ．設迂夢『
8月27日（木）晴

昨日の決定にもとづき、大!|'洲履北端
No.6 台風鋪10)による洲飼X流失

i噌側の低水救中に孤立する小rl!洲（典西

5〃z、南北20ﾉ"）中央部にトレンチを設定し、作災を|)|ﾘ姑した“

平板測最の結果、ベンチマークより200"' iJⅧ!llのAグリッドルイ北線か、 小! | !洲II1央部を通過するので、

:どの西側の地域を新しくO区と呼称することにした。

8月23日（金）晴

小中洲の東側と南側に隣接してある井戸はグ1ノッドの橘称をとって、それぞれAOI茎節1号j|:j-i、 OO

区第1号井戸と呼ぶことにした。

本日は、 AO区第1号ﾉ|言戸の写真撮影を終え、プランの実測をI刑始した．このﾉ|:戸は木組み方形jl:j 『で、

方形j|橋の内側にオケ状の中筒が見える

8月29日（土）晴

AO区第1号井戸のプラン災測を終えた。

8月31日（月）晴

小中州は、砂がかなり堆積しており，その下に褐色士がある。迩朧らしきものは現在のところあきらか

でない, AO区第1号井戸のレベルからすると、 もうすこし掘り下げて検討する必要がある。干潮時をみ

はからって、 1号井戸内を澗査した：

9月1日（火）晴

AO区小中州の南北断面を実測した。 昨日の綱色土を,淵代したが遺物包含肘ではなく、その下は青色粘

土膳で、 さらに掘り下げると砂瞬へと続いていた。紬ﾙｳこの小!''州は遺撒の存しない再堆職の中洲である

と判断し作業を打切った。

9月2日（水）晴

AO区第1号j|戸は、横桟がl1lてきたので、平面I又Iに入れ、断面図も描捜のレベルまで記入した。
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本日より、洪水で流失した初めの調査

区で、残存避柵の有無を確かめる作業に

入った。

9月3日（木）晴

AO区館1号井戸の中筒は、 30"ぐら

いしか残っておらず、板材はそれぞれホ

ゾ穴をあけて竹のクサビで述結してい

た．啄真搬形ののちこれに冊号を記入し

て取りあげた．

D2区鯏4号JI;戸の発棚を開始した。

もともと円形であったようだが、土服に

No.7 AO区館1号j|:"のI洲査

よって構円形になっていた．約1，"を棚り下げると青磁H･や附前焼の弧の破片、土師衝の小Ⅲlなどが出土

した。

9月4日（金）晴

AO区第1号井戸一横桟が2段あり、下段の横陵のところで外板は終り、 さらに下部には、 12面体の

川簡があった． この井簡は上段の方形ﾉ|:棚よりも大きく、二者のIM1には、不整形の板がはさまっている｡

この板で上段のﾉ|:筒を支えたようである．

C1区節4号井戸一般初は円形ﾉ'|:戸とおもわれたが下端は方形をなすことが､ドlllﾘIした。 AO区館1号

ル戸のような1%造らしい。 ｜ﾉ1部からは、土師質土器、 llliliii焼、鉄製IWIなどが出土した。

9月5日（土）晴

AO区鋪1号井戸一下段の12面体ﾉ|:

間は、 1枚1面で、 上端から下端まで

140c師を測る。内部からは、陶磁器類、

古銭（皇宋通宝） 1枚、木片多数が出土

した。

D2区館5号井戸一方形木組み井戸

で掘り方がよく残っている。竜泉窯青磁

が多数出土した。

9月6日（日）晴

OO区館1号井戸一方形のﾉﾄ筒内部

に円形の工作物がはめこまれており、円

NO.8 D2区第5号井戸のI淵在
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形工作物と方形沖簡の間には礫がびっしりと入っている。

9月7日（月）晴

･､Iz板測峨をおこない、 D2慨第4号, 5W|:Fr. C1 l忠節4号〃員戸の位Wiをいれた、 (1/200)

D2厘塊4号ルri-Ⅱ:Tiの外側を掘り込んだところ竹で細んだ「タカ. l がはめられていることがあき

らかになった．

D2区鋪5号ルj7－上､下2枚の横桟があり．約1〃lでド端に達した． 'Ijfy蠅影を終え．とり上げた．

C1区銘6号ル戸一流水'l!にある方形j|:j iであるが、内部にIIII物があるようである．

9月8日（火）晴

D2区舗4号ルノ『－引き上げ作業をおこなった。 ノ|:筒は上、 iざ二段からなり、上段54枚、下段60枚の

板材･から柵成されていることがわかった“

C1僅第6号j|:戸一内部は深さ60”jij隣になるとII池粘土費砂胴にかわり、多駈の礫を含むが、辿

物はほとんど出土しなかった．土錘と占銭（蝿氷通宝）がll{土した．

C1区鮒5号ルノf－流水II!で方形ﾊ:j iを光兇した．側仮の欠批した部分もあるが、棚捜がのこってい

る本Rは内部の排土を終り位脱を平板にとった内部からは土師質小1111,伽前焼すり鉢．伯山焼、 ln1"

州･などがIII土した．

C1区第4号jI:戸一賂測、 レベルをはかったのち、ただちにとりあげた保序は比校的よかった

9月9日（水）晴

OO区第1号ﾉ|:）弓i－中筒は一木をくり抜いたものであることがわかった。 このくりものには、たてj是

の孔のある把手がついている．午後からI|』棚を引き上げた。辿物はili"(祥符通宝)､ I111磁僻片などであま

り多くない

9月11日（金）晴

OO区塊1号jl:戸一昨11上げ残して

あったわくの授とくり抜きの下に接して

いた1111物を引き上げた．

9月12日（土）晴

OO匿鈍1号〃｢'のI補の低水倣中に4

）世の〃戸を確認して．平板測III:をおこな

った(Scalel/200) 。すべて木組み方形

ﾉ|:戸である．

9月14日（月）晴

O2区粥1号j|:戸一四隅に円柱を打

No.9 001>f"1けル戸の引き上げ
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込み、それぞれの柱にホゾ穴を穿ち横桟をわたしている。砂と青色粘土がほとんどで河原石なども入って

いる。 これは昭和39年調査の井戸と同じ櫛造である。

O1区第1号井戸一水中に没しており、横桟は1本しか残っていない．外板は剥落して約60c廓ぐらい

しか残っていなかった。

9月15日（火）晴ときどき曇

O3区第1号井戸一昨日のO2区第1号井戸と同様の樅造だが、底に桶状の浄化装圃が設けられてい

た。他の井戸におけるIMI物と同様の役割を果すようだ。湧水が激しい。内部からは陶磁器のうち、 とりわ

け常滑焼の口縁部の出土が目立った。

9月16日（水）曇のち晴

D4区第1号井戸一大潮のため、水中での発掘となった．上端より50"くらいの排土作業をおこなっ

た。有機質の黒褐色土で、かなり礫が混入していた。遺物は陶磁器、土師質土器等を中心にして、鋪は多

い。

洪水により流失したi淵査区では、遺物は散見されるが、逝柵は発見されない。 なお調査を続行中．

9月18日（金）雨

雨天のため、逝物の整理をおこなった。

9月20日（日）曇

O2区第1号井戸-1”ほど掘り下げたあと、横桟のレベルを入れた。

O3区第1号井戸一西側横桟のレベルを入れた。

9月21日（月）晴

O2区第1号j|:戸一ﾉ|:戸わくの引き上げをおこなった。四方からの土庄によって、井筒は内側に傾斜

しており、北側は、ほとんど崩壊していた。南西隅の柱は八角形に面どりされており、他の柱は下端を削

って尖らせていた。

9月22日（火）雨

O4区第1号井戸一上端から約1柳ぐらいまで掘り進んだ．相変らず礫が多い。スラグ塊、 フイゴの

火口が、かなり多く、その他漆器底部、鹿角、石うすの断片などが出土した。

9月24日（木）曇

O3区第1号井戸一先日の大雨のため、土砂が流入し､ほとんどうまってしまったので、終日排土作

業をおこなった。

9月25日（金）曇

O3区第1号井戸一写真撮影、実測をおこない、引き上げた．
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9月23日（土）晴

C6区第1号井戸一周辺の平板測最を実施し発掘を開始した。 D2区第4号井戸と同一の構造だが、

流水によって井筒の外側の土砂が削られたため、下段が残っているだけだった。 角礫や円礫が、かなり混

じり発掘は思うにまかせない。

9月27日（日）

C6区第1号井戸一外板のとり上げを行なった。総数53枚で幅約5c加、長さ約80c腕をはかり、上部の

鯛がややせまく、 この部分は外側がけづりこまれていた。 内部からは、陶磁器片（術前焼、竜泉窯青磁)、

木製の鍬と柄の一部、 Ⅱ釘のある刀子の断片などがlll土した。

9月28日（月）曇

O4区第1号井戸一内部の排土をつづける。 青色砂胴に達しているが、直上には、植物質のものが多

く、加工痕のある板、木材、 フイゴの火口などが出土した。

9月29日（火）晴のち曇

O4区第1号井戸-1.11"余りのところに2段目の横桟があり、 この下あたりからは泥質粘土に木く

ずの混入したヘドロ状になってきた。硫櫛の断片、 イノシシの顎骨、 ドンブリ、マツカサ、栗の実などが

''1土した。

9月30日（水）雨のち曇

O4区第1号井戸－－-l皇潮が大きくなったのでポンプを使用し、一気に底部まで掘り進んだ。三段目の

横捜は、東側が5c腕あがっていた。 外板下端と同一のレベルに曲物が置かれ、内外には、礫が密に入って

いた。遺物は、瀬戸焼の無天I1釉の断片をはじめとする陶磁器、人形、 トメグシなどの木製品があった。

人形は昨年発見のものより小形で荒けずりだが、烏111子はするどくて長い。

10月1日（木）晴

O4区第1号井戸一ポンプで排水をしながらi,!柵し、写真撮影をおこなった。

10月2日（金）晴

O4区第1号ﾉ|:戸一災測を行ない、曲物を引き上げた。直径約50c腕、高さ約25c腕、厚さ0.2～0.3c師で

外側のタガははずれてしまった。

10月3日（土）晴

C11区第1号井戸一木組み方形井戸であるが本流に接していて、発掘が困雌なので、 周囲に杭を打込

み土砂を積上げて土手を作り、排水をおこなった。

10月4日（日）曇のち雨

C11区第1号井戸一発掘をはじめた。すぐに横桟に連したが、 これは当初予想した下端ではなく、 こ

の下にもう1枚の横桟が接しており、 この下側の横桟で上部の外板と横桟を支えていた。つまり、井筒の
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中に、別の井筒をはめこんで中継ぎした形になっており、下部構造がかなり残っているようである．

10月5日（月）曇ときどき雨

C11区第1号井戸一昨日の雨による増水のため､井戸のまわりに築いた土手が崩壊してしまったので、

改めて堤防を築いた．

10月6日（火）晴

C11区第1号井戸一上端より90"のところに下段の横桟が発見された。 内部は有機粘質土が充満して

おり、悪臭をはなつ。土師質の小皿や木片が多く出土した．

10月7日（水）晴

C11区第1号井戸一下段の横桟から”c廓で井筒外板が終り､湧水砂層となる。曲物は存在しなかった。

湧水の噴出が激しいので、略測のみで井筒を引き上げた。最下段の横桟は土庄で外板が倒れ、土砂の流入

が激しく危険となったので、やむなく取上げを断念した。

10月8日（木）晴

O4区第1号井戸一引き上げ作業をおこなった。段下段の横淡がはずれず困難をきわめた．本井戸は

AO区第1号井戸の下部12面体井筒とともに、 もっともしっかりしていた．

10月13日（火）晴

CO区q、 vグリッド付近に低水敷に平行してトレンチを設定し、発掘を始めた。 この付近は、低水敷

に接する部分の侵蝕が著しく、遺物包含層がえぐられ露出している。

10月14日（水）晴

CO区トレンチの排土作業を行なった．主な堆積物は砂であるが、細粒砂や粗粒砂が不整合に堆積しそ

の間に青色粘土や褐色土も入っている。

10月15日（木）晴

CO区、 C1区の平板測蝕をおこない外周の形状を測定した。 (scalel/200)

10月17日（土）晴

遮柵相当面までの土砂排除を行なった．堆積土の大部分は砂層である。

10月18日（日）晴

トレンチの北側は遺物包含層である暗褐色土層がうすく、すぐに海成粘土胸になる．

遮柵検出作業中vグリッドで、輻2wzの青色粘土層が東西に延びているのが発見された．溝のようだ。

10月19日（月）晴

昨日発見の青色粘土帯を発掘、深さが約""の浅い落ち込みであることがわかった．竜泉窯青磁片、土

師質小皿などが出土した。

10月20日（火）晴

C2区からC4区を平板測量した． (scalel/200)
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10月21日（水）晴

ベンチマークよりCO区ポイント杭までの距離を測定した。

昨年打込んだ50"lグリッド標示杭のうち、流されているものがあるので、 これを打ちなおした。

10月22日（木）晴

CO区pグリッドトレンチ北壁およ

び、 vグリッド西確セクションを実測

し、写真撮影もあわせおこなった。

D3区一a・f･k･pグリッド付近の

流水による侵蝕がとくにはげしく遺物包

含層が露出し杭列などが出ているので．

a。f・k。pグリッドを含むトレンチを

設定し、発棚作業を|淵始した。

午後2時すぎ、県会文教委員11名によ

る視察があった。

■

No.10 D3区流水中に並ぶ枕列

10月23日（金）晴

fグリッドの杭列東側で、流水に洗われる地点に凹地があるので､F面を削平したところ、 ノ|皇戸の掘り方

を発見した。

CO区vグリッドー群を実測した． この瀧は流水rl'にあったC1区9号井戸の方向にむかっており近

接しているが何茅かの関係があったかどうかは不明である

10月24日（土）晴

D3区第1号ﾉi:戸一発掘をはじめ

た。他の井ﾉｰjよりも小型である。

10月25日（日）晴

D3区第1号ﾉ|:戸一一上端から約80c"

で3段目の横俊に達した。このあたりか

ら湧水がはげしくなり洲森を中止した。

この井戸は小型だが、梛造は比較的しっ

かりしている．外板の幅は大きく東側を

除いて三方が3枚からなる．内部は上端

から下端まで有磯物の腐蝕した黒褐色鮎

質土で礫は少なかった”辿物は、木の災

No.11 D3区杭列に隣接してあらわれた第1号井戸
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（ドングリなど)､土師質土総小皿完形品、他山焼断片、土ナペ片、鎚絵のある細板、板碑2基、木片など

が出土した。 このうち板碑の一つは頂部に五鯖を形どり梵字と南無阿弥陀仏の字がかすかに読める．

平板に杭列および井戸の位股を入れた。

10月26日（月）晴

D3区トレンチー西側では包含層がかなり高い。炭化物や土師質土器片などがかなり出土したが、柱

穴などは現在のところみつかっていない。

10月27日（火）晴

杭列の検出を中心に、調撫をすすめた。杭列にともなう掘り方らしいものは、ほとんどないといってよ

い。

10月28日（水）晴

トレンチ内の枕を露出した．枕と杭の間隔はかなりせまい． この枕列はさらに南の方に続くようであ

る。

10月29日（木）晴ときどき曇

杭列の実測および写真撮彫を行なった。

10月30日（金）晴

杭列のうめもどしをおこない、遊具類、出土逝物を整理して、本年度の発掘作業を終了した．

（金井勉喜）
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図版3

ao3区第1号井戸全景

b隅柱と横桟の状態



図版4

ao4区第1号井戸全景

b横桟の組方
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図版 6

a AO区第1号井戸上部構造内部の状態（円形工作物をのぞいた状態）
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図版9

a杭列とD3区第1号井戸との関係

b杭列部分



図版10

a D3区第1号井戸上部の状態
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図版13

ao0区第1号井戸くり抜き中筒
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